連歌師能順年譜稿　下 by 伊藤 伸江
二
一
連
歌
師
能
順
年
譜
稿　
下
伊　
藤　
伸　
江
　
本
稿
は
、「
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
紀
要
」
第
六
号
に
掲
載
し
た
「
連
歌
師
能
順
年
譜
稿 
上
」
に
続
く
、
年
譜
の
後
半
部
分
で
あ
る
。
元
禄
六
年
以
降
の
年
譜
と
年
時
不
明
の
作
品
を
お
さ
め
た
。
前
稿
を
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
本
年
譜
作
成
に
あ
た
り
、
奥
田
勲
氏
と
の
科
研
費
共
同
研
究
、
討
議
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
た
こ
と
を
記
し
、
お
礼
申
し
上
げ
る
。
本
稿
はJSPS
科
研
費JP17K
02421
「
独
吟
百
韻
分
析
に
よ
る
宗
祇
連
歌
の
多
面
的
新
研
究
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
能
順
年
譜
凡
例
年
譜
引
用
文
献
・
資
料
と
略
号
一
覧
年
譜
引
用
に
あ
た
り
略
号
を
用
い
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
示
し
た
。
論
文
で
は
頭
に
、
他
は
末
尾
に
示
す
。
ま
た
、『
連
歌
総
目
録
』、『
新
編
国
歌
大
観
』CD
-RO
M
、『
新
編
私
家
集
大
成
』CD
-RO
M
を
参
照
、
反
映
し
て
い
る
。
【
棚
町
知
彌
氏
関
係
資
料
・
論
文
】（
副
題
は
略
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
題
は
初
出
時
の
も
の
と
す
る
。）
㊀
「
北
野
社
古
記
録
（
文
学
・
芸
能
記
事
）
抄
（
一
）」
 
（「
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
４
号
・1968. 12
）
❶
「
北
野
学
堂
連
歌
史
資
料
集
（
貞
享
年
間
）」
 
（「
近
世
文
芸
資
料
と
考
証
」
９
号
・1974. 2
）
❷
「
能
順
伝
資
料
・
そ
の
二
（
預
坊
時
代
・
前
）」
 
（「
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
11
号
・1975. 1
）
❸
「
能
順
伝
資
料
・
そ
の
三
（
預
坊
時
代
・
後
）」
 
（「
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
12
号
・1976. 1
）
❹
「
能
順
伝
資
料
・
そ
の
四　
宗
因
点
『
延
宝
五
年
仲
秋 
北
野
三
吟
連
歌
』」
 
（「
近
世
文
芸
資
料
と
考
証
」
10
号
・1978. 2
）
④
「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
・
そ
の
一
」（『
白
山
万
句
│
資
料
と
研
究
│
』）
 
（
昭
和
60
・
白
山
本
宮
加
賀
一
ノ
宮
白
山
比
咩
神
社
）
二
二
⑤
「
資
料
紹
介　
能
順
時
代
人
の
連
歌
史
観
・
参
考
資
料
」
 
（『
連
歌
研
究
の
展
開
』（
昭
和
60
・
勉
誠
社
）
❺
「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
・
そ
の
二
（
前
）
│
能
順
伝
資
料
・
そ
の
五
│
」
 
（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
11
号 
昭
和
60
・
３
）
※
❺
末
尾
の
翻
刻
「
天
和
三
年
よ
り
能
順
発
句
書
留
」
は
、
❼
に
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
と
し
て
再
度
編
集
後
再
録
、
引
用
は
❼
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。
❻
「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
・
そ
の
二
（
中
）
│
能
順
伝
資
料
・
そ
の
八
│
」
 
（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
13
号 
昭
和
62
・
３
）
❼
「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
・
そ
の
二
（
後
）
│
能
順
伝
資
料
・
そ
の
十
│
」
 
（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
15
号 
平
成
元
・
３
）
※
❼
に
納
め
ら
れ
た
能
順
筆
「
お
ほ
ゑ
」
に
関
し
て
は
、
棚
町
氏
の
推
定
に
従
い
、
作
者
は
能
順
で
は
な
い
と
見
る
。
内
容
に
関
係
す
る
能
舜
の
没
年
も
棚
町
氏
に
従
い
寛
永
十
九
年
と
し
て
お
く
。
⑧ 
「
北
野
宮
仕
（
中
）
と
い
う
歌
学
専
門
職
集
団
の
組
織
と
運
営
の
実
態
（
資
料
編
）」（『
社
家
文
事
の
地
域
史
』（2005
・
思
文
閣
出
版
）
⑨
「
霊
元
院
と
能
順
」（「
小
松
天
満
宮
だ
よ
り
」
第
四
号
・1988. 4
）
【
綿
抜
豊
昭
氏
関
係
論
文
】
「
新
出
の
能
順
書
簡
に
つ
い
て
」
 
（「
加
南
地
方
史
研
究
」
第
65
号
（
平
成
30
・
４
）
「
小
松
天
満
宮
連
歌
関
係
書
目
録
稿
」（「
連
歌
俳
諧
研
究
」
第
85
号
・1993
）
　
（
能
順
関
係
の
も
の
は
、
連
歌
集
に
収
録
さ
れ
る
も
の
以
外
は
省
略
と
の
由
）
『
小
松
天
満
宮
宝
物
館
竣
工
記
念
奉
納　
小
松
天
満
宮
と
能
順
』
 
（2016
・
小
松
天
満
宮
社
務
所
）
『
越
中
の
連
歌
』（1992
・
桂
書
房
）
『
松
尾
芭
蕉
と
そ
の
門
流
│
加
賀
小
松
の
場
合
│
』
 
（2008
・
筑
波
大
学
出
版
会
）
『
近
世
武
家
社
会
と
連
歌
』（2019
・
勉
誠
出
版
）
【
そ
の
他
諸
氏
論
文
等
】
Ａ
桂
井
未
翁
「
能
順
遺
愛
の
連
歌
文
書
」
 
（「
連
歌
と
俳
諧
」
第
二
巻
第
三
号
・
昭
和
12
・
８
）
Ｂ
宗
政
五
十
緒
「
連
歌
師
能
順
の
周
辺
│
『
近
世
畸
人
伝
』
私
記
│
」
 
（「
あ
け
ぼ
の
」
７
巻
５
号
・1974
）
Ｃ
柳
瀬
万
里
「
能
順
と
小
松
天
満
宮
」（「
あ
け
ぼ
の
」
９
巻
５
号
・1976. 10
）
Ｄ
北
野
勝
次
「
小
松
に
於
け
る
能
順
」
 
（「
加
南
地
方
史
研
究
」
48
号
・2001. 2
）
Ｅ
尾
崎
千
佳
「
能
順
と
宗
因
│
西
山
宗
因
全
集
発
刊
を
記
念
し
て
│
」
 
（「
小
松
天
満
宮
だ
よ
り
」
第
21
号
・
平
成
17
・
８
）
Ｇ
竹
内
秀
雄
『
天
満
宮
』（
昭
和
43
・
吉
川
弘
文
館
）
Ｈ
島
津
忠
夫
『
宗
祇
の
顔
』（2011
・
和
泉
書
院
）
Ｉ
福
井
久
蔵
『
連
歌
の
史
的
研
究
前
編
』（
昭
和
五
・
成
美
堂
書
店
）
二
三
Ｊ　
同　
　
『
連
歌
の
史
的
研
究
後
編
』（
昭
和
六
・
成
美
堂
書
店
）
イ
井
本
農
一
「
宗
祇
肖
柏
宗
長
三
吟 
宗
祇
独
吟 
能
順
独
吟 
一
冊
」
 
（「
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
」
２
・1983.3
）
鉄　
小
林
健
二
「
鉄
心
斎
文
庫
総
目
録
稿
」
 
（「
国
文
研
共
同
研
究
成
果
報
告
」・2019. 3
）
【
図
録
・
史
料
・
全
集
等
】
展
示
史
料
に
関
し
て
は
、
図
録
名
の
後
に
番
号
を
示
す
。
「
加
賀
前
田
家
と
北
野
天
満
宮
」
 
（
令
和
元
年
度
秋
季
特
別
展
・2019
・
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
）
石
歴
展
「
北
野
天
満
宮 
信
仰
と
名
宝 
天
神
さ
ん
の
源
流
」
 
（2019
・
京
都
文
化
博
物
館
）
京
文
展
『
北
野
社
家
日
記 
第
四
』（1973
・
続
群
書
類
従
完
成
会
）
社
家
四
『
北
野
社
家
日
記 
第
五
』（1973
・
続
群
書
類
従
完
成
会
）
社
家
五
『
北
野
社
家
日
記 
第
六
』（1973
・
続
群
書
類
従
完
成
会
）
社
家
六
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録
』 
（1981
・
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
）
宮
正
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
一
』
 
（1996
・
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
）
宮
一
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
二
』
 
（1997
・
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
）
宮
二
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
三
』
 
（1999
・
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
）
宮
三
『
学
堂
記
録
下
書
』
 
（
北
野
社
家
記
録
（
東
大
史
料
編
纂
所
写
真
帳 
請
求
記
号6112 ‒93
）
『
加
賀
藩
史
料
』
 
（1981
・
清
文
堂
出
版
、
東
大
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
）
加
藩
史
『
新
修
小
松
市
史 
資
料
編
７
』（2006
）
松
史
資
７
『
小
松
天
満
宮
誌
』（1982
・
小
松
天
満
宮
）
『
西
山
宗
因
全
集
』
第
四
巻
（2006
・
八
木
書
店
）
西
四
『
寛
永
廿
一
年
誹
諧
千
句
』
 
（1962
・
西
日
本
国
語
国
文
学
会
翻
刻
双
書
刊
行
会
）
寛
【
所
蔵
者
と
史
料
の
略
号
】
所
蔵
者
（
図
書
館
、
文
庫
等
）
及
び
、
そ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
作
品
。
※
は
そ
の
右
の
所
蔵
者
に
か
か
る
所
蔵
品
で
あ
る
。
所
蔵
品
の
う
ち
頻
出
の
も
の
に
関
し
て
は
、
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
略
号
を
使
用
し
そ
れ
を
示
す
。
ま
た
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
翻
刻
論
文
を
示
し
た
。
　
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
…
山
　
　
※
『
北
野
能
順
連
歌
并
連
歌
合
』
…
山
北
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
…
石
歴
二
四
　
金
沢
市
立
図
書
館
…
金
　
　
※
『
松
雲
公
最
終
遺
編
類
纂
』
…
金
松
雲　
④
❺
翻
刻
　
　
※
寛
文
四
年
五
月
吉
日
夢
想
連
歌
原
懐
紙
〈
六
九 
一
九
六
〉
　
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
…
史
　
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
藤
本
文
庫
…
史
（
藤
）
　
小
松
天
満
宮
…
小
　
　
※
『
快
全
・
能
順
等
百
韻
連
歌
集
』
…
快
能　
④
❺
❻
❼
翻
刻
　
　
※
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
…
書
留　
❼
翻
刻
　
　
※
『
能
順
・
快
全
・
歓
生
等
連
歌
書
留
』
…
能
快
歓
書
留　
❺
❻
❼
翻
刻
　
　
※
『
聯
玉
集
』
…
聯
　
　
※
『
新
梅
の
雫
』
翻
刻
『
新
修
小
松
市
史 
資
料
編
７ 
文
芸
』
 
（
平
成
十
八
・
新
修
小
松
市
史
編
纂
委
員
会
）
　
北
野
天
満
宮
…
北
　
天
理
図
書
館
…
天
理
　
　
※
『
連
歌
集 
宗
養
等
百
韻
外
』（
れ4.2 ‒30
）
　
阪
大
含
翠
堂
（
土
橋
）
文
庫
…
阪
　
　
※
『
連
歌
集
』（
Ｈ
8
・
19
）
…
含
連
（
阪
）　
翻
刻
❻
　
早
大
伊
地
知
文
庫
…
早
　
鉄
心
斎
文
庫
…
鉄
　
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
本
…
高
　
東
大
史
料
編
纂
所
北
野
光
乗
坊
文
書
…
光
年
譜
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
六
十
六
歳
一
月
一
日 
神
前
衆
中
歳
旦
の
披
講
あ
り
。（
宮
一
）
同 
発
句
「
今
朝
よ
り
や
お
も
ひ
初
る
を
花
の
春
」（
書
留
224
❼
、
聯
13
）
一
月
三
日 
裏
白
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
十
八
日 
『
待
か
ひ
千
句
』
を
な
す
。
能
順
、
第
一
百
韻
発
句
「
待
か
ひ
の
有
世
な
り
け
り
春
の
花
」
を
詠
む
。
連
衆
は
能
順
、
元
胡
、
瑞
順
、
日
詳
、
直
景
、
常
以
ら
。（
史
（
藤
）
 
『
北
野
千
句 
待
か
ひ
千
句
』（096.8/126
）
「
金
沢
に
て
十
花
の
千
句
巻
頭
／
待
甲
斐
の
有
世
な
り
け
り
春
の
花
」。
（
聯
164
）
二
月
十
四
日 
能
順
家
に
は
借
屋
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
二
十
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
三
十
日 
預
坊
の
節
の
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
三
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
224
〜
231
あ
り
。
❼
（
作
二
五
品
は
書
留
の
句
に
よ
り
、
句
番
号
を
示
し
て
お
り
、『
聯
玉
集
』
に
あ
る
句
は
そ
の
後
に
聯
と
句
番
号
を
添
え
る
。）
 
「
行
人
は
見
さ
ら
ん
花
の
夕
哉
」（
225
）
 
「
花
の
香
に
心
時
め
く
夜
床
哉
」（
226　
聯
191
）
 
「
花
を
見
あ
り
き
て
／
目
う
つ
し
も
花
よ
り
花
の
盛
哉
」
（
227　
聯
150
）
 
「
横
山
外
史
御
内
方
遠
忌
／
散
花
は
其
世
な
か
ら
の
別
哉
」（
228
）
 
「
行
春
を
待
そ
ま
た
れ
そ
藤
の
花
」（
229　
聯
275
）
 
「
春未出
の
色
は
藤
山
吹
の
か
き
り
哉
」（
230　
聯
273
「
藤
山
ふ
き
を
」）
 
「
行
春
に
見
え
ん
心
の
色
も
か
な
」（
231　
聯
279
題
「
暮
春
」）
四
月
十
一
日 
連
歌
あ
り
、
当
人
能
貨
。（
宮
一
）
五
月
二
日 
学
堂
先
日ママ
二
十
三
日
の
連
歌
の
会
あ
り
。（
宮
一
）
五
月
十
七
日 
学
堂
連
歌
の
会
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
の
会
あ
り
、
先
月
二
十
三
日
の
延
引
の
会
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
九
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
十
九
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
（
今
月
十
七
日
延
引
の
会
）。（
宮
一
）
六
月
二
十
九
日 
横
山
筑
後
追
悼
の
発
句
を
な
す
。「
六
月
廿
九
日　
身
ま
か
り
し
人
の
悼
に
／
露
の
世
は
秋
よ
り
先
の
あ
は
れ
か
な
」（
聯
玉
集
508
、
書
留
252
「
横
山
筑
後
悼
」）
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
232
〜
248
あ
り
。
❼
 
「
本
多
政
在
／
た
を
や
か
に
露
そ
か
ゝ
れ
る
若
楓
」（
232　
聯
311
）
 
「
忍
音
や
し
の
へ
と
て
し
も
郭
公
」（
233　
聯
323
）
 
「
坂
倉
善
助
／
打
乱
篠
の
く
ま
な
き
蛍
哉
」（
234　
聯
409
）
 
「
今
枝
直
方
忌
中
ヲ
訪
／
ぬ
れ
〳
〵
て
い
か
に
日
暮
す
夏
の
雨
」（
235　
聯
489
「
今
枝
直
方
の
忌
中
に
籠
ら
せ
給
ふ
に
」）
 
「
慈
雲
寺
閑
居
日
祥
会
／
夏
山
は
木
の
も
と
住
の
心
哉
」
（
236　
聯
488
「
金
沢
慈
雲
寺
日
祥
隠
居
せ
し
会
」）
 
「
浅
加
十
郎
右
衛
門
一
男
悼
／
行
蛍
や
み
な
る
空
を
名
残
哉
」（
237　
聯
415
「
悼
人
の
も
と
へ
」）
 
「
直
方
下
屋
敷
ニ
而
／
夏
草
の
中
な
る
声
や
松
の
風
」（
238
聯　
486
）
 
「
五
月
雨
に
降
出
る
空
か
朝
曇
」（
239　
聯
381
題
「
五
月
雨
」）
二
六
 
「
日
祥
・
元
胡
三
吟
／
を
の
つ
か
ら
木
の
下
露
や
梅
雨
」
（
240　
聯
389
題
「
梅
雨
」、
山
『
連
歌
集
』（1648
）「
元
禄
六
年
／
何
路
」）
 
「
佐
々
木
伊
織
／
橘
の
露
は
涼
し
き
匂
ひ
哉
」（
241
）
 
「
青
山
将
監
／
長
き
根
は
汀
ゆ
か
し
き
菖
蒲
哉
」（
242　
聯
373
）
 
「
正
祖
／
せ
き
入
て
蛍
も
庭
の
清
水
哉
」（
243　
聯
408
）
 
「
夏
ふ
か
し
言
葉
守
の
神
慮
」（
244　
聯
496
）
 
「
津
田
孟
昭
下
屋
敷
蓮
池
／
水
こ
も
り
の
下
は
え
な
ら
ぬ
蓮
哉
」（
245　
聯
430
）
 
「
浅
加
十
郎
右
衛
門
子
ニ
を
く
れ
て
こ
も
り
侍
比
／
花
に
な
せ
心
の
う
さ
を
忘
草
」（
246　
聯
492
「
悼
人
の
許
へ
」）
 
「
多
賀
信
濃
下
屋
敷
／
海
見
え
て
遠
く
涼
し
き
木
の
間
哉
」（
247
）
 
「
佐
々
木
定
堅
息
祝
儀
／
生
行
ん
小
松
や
世
々
の
下
涼
み
」（
248　
聯
458
「
小
児
を
祝
す
る
事
有
家
に
て
」）
七
月
二
十
二
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
、
年
中
の
勘
定
も
あ
り
、
能
什
が
来
年
二
月
二
十
五
日
御
忌
日
会
に
お
い
て
脇
を
勤
め
る
こ
と
が
決
ま
る
。（
宮
一
）
七
月
二
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
（
延
期
さ
れ
た
会
）
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
四
日　
　
　
　
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
二
十
九
日 
学
堂
連
歌
の
会
（
延
期
と
な
っ
た
、
八
月
十
七
日
の
会
）
あ
り
。（
宮
一
）
九
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
九
月
二
十
七
日 
宮
仕
ら
、
内
々
の
願
に
よ
り
、
御
神
前
に
立
願
、
千
句
張
行
の
予
定
。（
宮
一
）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
249
〜
262
あ
り
。
❼
 
「
横
山
弥
平
次
／
松
風
の
か
よ
ふ
や
蟬
の
下
涼
み
」（
249　
聯
417
）
 
「
夏
虫
の
影
や
ゆ
き
か
ふ
秋
の
露
」（
250　
聯
482
「
秋
の
水
」）
 
「
知
頼
／
夕
立
の
露
や
か
た
へ
は
秋
の
庭
」（
251　
聯
441
「
か
た
へ
の
」）
 
「
名
月
／
今
夜
に
も
見
さ
り
し
月
の
今
夜
哉
」（
253　
聯
698
）
 
「
そ
は
た
て
る
枕
は
雁
の
雲
井
哉
」（
254　
聯
707
）
 
「
山
も
あ
れ
と
花
よ
紅
葉
よ
野
へ
の
秋
」（
255　
聯
778
「
山
は
あ
れ
と
」）
 
「
三
吟　
直
忠
・
元
胡
／
夜
は
長
し
手
枕
疎
し
月
も
か
二
七
な
」（
256　
聯
671
）
 
「
本
多
伊
織
殿
悼
／
風
の
上
の
世
を
お
と
ろ
く
や
荻
の
露
」（
257
）
 
「
苔
青
き
爰
や
梢
の
秋
の
庭
」（
258　
聯
788
「
秋
の
色
」）
 
「
応
信
興
行
／
薄
く
こ
き
梢
は
霧
の
紅
葉
哉
」（
259　
聯
547
）
 
「
孟
昭
下
屋
敷
ニ
而
／
澄
に
け
り
か
く
て
そ
月
の
秋
の
水
」（
260　
聯
638
）
 
「
十
三
夜
／
半
を
も
お
し
ま
さ
り
き
や
秋
の
月
」（
261　
聯
738
）
 
「
半
田
正
祖
飛
州
高
山
餞
別
／
秋
そ
行
よ
し
さ
は
待
ん
春
の
空
」（
262　
聯
772
「
半
田
正
祖
の
飛
州
へ
ま
か
り
給
ふ
餞
別
に
」）
十
月
三
日 
学
堂
連
歌
の
会
（
先
月
十
七
日
の
会
）
あ
り
。（
宮
一
）
十
月
十
三
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
十
月
十
九
日 
学
堂
連
歌
の
会
（
今
月
十
七
日
の
会
）
あ
り
。（
宮
一
）
十
一
月
十
七
日 
学
堂
連
歌
の
会
あ
り
。（
宮
一
）
十
一
月
二
十
三
日 
学
堂
連
歌
の
会
あ
り
。（
宮
一
）
十
二
月
七
日 
学
堂
連
歌
の
会
あ
り
（
先
月
二
十
三
日
の
会
、
能
什
が
勤
め
る
）。（
宮
一
）
十
二
月
九
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
（
十
日
の
前
句
付
、
能
東
が
勤
め
る
）。
（
宮
一
）
十
二
月
十
一
日 
初
雪
が
降
り
、
初
雪
の
会
興
行
が
必
要
と
な
る
が
、
天
神
講
ゆ
え
初
雪
の
会
は
明
日
に
延
期
す
。（
宮
一
）
十
二
月
十
二
日 
初
雪
連
歌
の
会
、
当
人
は
能
調
・
能
東
宅
で
行
う
。（
宮
一
）
十
二
月
十
七
日 
学
堂
連
歌
の
会
あ
り
、
能
東
が
勤
め
る
。（
宮
一
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
263
〜
278
あ
り
。
❼
 
「
政
長
興
行
／
松
風
や
時
雨
降
を
け
る
今
朝
の
霜
」（
263　
聯
976
題
「
雑
」）
 
「
政
在
梅
か
枝
文
台
開
／
梅
か
枝
は
花
の
常
盤
か
冬
の
陰
」（
264　
聯
962
「
本
多
政
敏
朝
臣
の
亭
に
て
梅
か
枝
を
蒔
絵
し
け
る
文
台
開
ニ
」）
 
「
山
晴
て
木
葉
時
雨
る
川
瀬
哉
」（
265
）
 
「
長
質
亭
ニ
而
／
雪
時
雨
山
見
か
く
れ
の
夕
日
哉
」（
266　
聯
978
）
 
「
直
方
下
屋
敷
に
て
／
さ
そ
ふ
な
よ
散
と
も
風
の
下
紅
葉
」（
267　
聯
857
）
 
「
応
信
ニ
而
／
霜
に
置
月
に
澄
夜
の
嵐
哉
」（
268　
聯
884
）
 
「
後
藤
治
右
衛
門
興
行
／
雪
の
色
も
其
さ
ま
〳
〵
の
梢
二
八
哉
」（
269
）
 
「
定
連
一
子
悼
／
袖
の
上
に
み
し
や
は
か
な
き
玉
雹
」（
270　
聯
892
「
高
畠
定
連
の
息
う
し
な
ひ
し
悼
に
」）
 
「
正
勝
老
母
悼
／
淡
雪
を
み
て
も
お
も
は
ん
う
き
世
哉
」
（
271
）
 
「
元
興
ニ
而
／
埋
火
に
か
た
ふ
く
程
や
春
の
夢
」（
272
）
 
「
柴
屋
写
文
台
開
／
中
黒
秀
碁
﹇
基
﹈
興
行
／
柴
の
屋
に
跡
は
と
ま
り
ぬ
雪
の
道
」（
273　
聯
940
「
柴
屋
の
文
台
開
に
」）
 
「
正
供
悼
／
人
の
世
は
か
へ
ら
ぬ
年
の
名
残
哉
」（
274
）
 
「
武
康
ニ
而
一
折
／
月
雪
の
空
へ
も
年
の
名
残
哉
」（
275
）
 
「
冬
籠
た
へ
す
や
片
枝
梅
の
花
」（
276　
聯
961
「
堪
す
や
ほ
す
ゑ
」）
 
「
孟
昭
ニ
而
一
折
／
雪
の
内
の
松
吹
出
る
嵐
哉
」（
277　
聯
930
）
 
「
身
の
外
に
ゆ
か
は
お
し
ま
ん
年
も
な
し
」（
278　
聯
974
「
横
山
氏
従
の
亭
に
て
」）
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
） 
六
十
七
歳
一
月
一
日 
神
前
に
て
衆
中
発
句
を
講
ず
。（
宮
一
）
 
発
句
「
し
の
ゝ
め
に
み
る
や
来
る
方
春
霞
」（
書
留
279
❼
、
聯
15
）
二
月
二
十
四
日 
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
279
〜
300
あ
り
。
❼
 
「
津
田
玄
番
殿
／
御
影
開　
心
た
に
の
哥
あ
り
／
ま
も
り
け
り
神
風
匂
ふ
梅
花
」（
280　
聯
28
題
「
梅
」）
 
「
伴
八
矢
殿
／
梅
か
香
は
う
れ
し
き
風
の
便
哉
」（
281　
聯
40
）
 
「
雪
う
す
く
霞
ふ
か
む
る
外
山
哉
」（
282　
聯
66
）
 
「
山
崎
庄
兵
衛
殿
／
白
露
の
枝
う
つ
り
す
る
柳
哉
」（
283　
聯
106
）
 
「
歓
生
／
遠
近
の
雪
や
村
山
村
霞
」（
284　
聯
77
）
 
「
さ
夜
中
に
し
ら
め
る
空
や
春
の
月
」（
285　
聯
136
）
 
「
菊
地
十
六
郎
殿　
薄
蒔
絵
／
文
台
開　
孫
子
祝
詞
／
白
露
の
角
く
み
出
る
薄
哉
」（
286　
聯
117
）
 
「
政
在
卿
／
鴬
の
枝
と
成
け
る
柳
哉
」（
287　
聯
108
「
枝
と
成
ぬ
る
」）
 
「
遠
山
の
雪
間
や
増
る
瀬
々
の
声
」（
288　
聯
74
）
 
「
梅
か
香
や
嵐
の
内
の
薄
霞
」（
289　
聯
33
）
 
「
風
を
呼
う
そ
ふ
く
梅
の
匂
ひ
哉
」（
290　
聯
49
）
二
九
 
「
今
枝
民
部
殿
／
夕
や
み
や
匂
ひ
に
む
か
ふ
窓
の
梅
」（
291　
聯
39
「
宿
の
う
め
」）
 
「
竹
田
忠
張
妻
女
悼
／
春
の
夜
の
夢
に
み
な
せ
る
う
き
世
哉
」（
292　
聯
294
「
悼
人
の
も
と
へ
」）
 
「
同
忌
中
ニ
／
四
方
の
色
や
霞
に
こ
も
る
宿
の
春
」（
293　
聯
31
「
窓
の
梅
」）
 
「
元
為
ノ
も
と
に
て
／
花
に
誰
と
は
さ
ら
ま
し
や
宿
の
春
」（
294
）
 
「
歓
生
ニ
而
／
花
毎
に
お
も
ひ
出
へ
き
桜
か
な
」（
292　
聯
239
「
都
へ
の
ほ
る
餞
別
に
歓
生
と
両
吟
」）（
歌
番
号
292
は
重
出
で
あ
る
が
❼
に
従
っ
て
い
る
↓
元
禄
三
年
春
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
91
句
参
照
）
 
「
明
日
は
花
有
と
も
お
し
き
夕
か
な
」（
295
）
 
「
上
京
ノ
時
／
旅
衣
立
う
き
花
の
情
哉
」（
296　
聯
189
「
餞
別
の
会
に
」）
 
「
爰
も
お
し
行
ん
か
し
こ
も
花
の
時
」（
297　
聯
190
「
都
を
出
る
比
」）
 
「
花
の
色
は
人
の
心
の
か
き
り
哉
」（
298　
聯
181
）
 
「
と
も
に
春
い
さ
桜
と
や
帰
山
」（
299　
聯
248
「
越
前
帰
山
に
て
」）
 
「
素
久
・
好
治
三
吟
／
遅
桜
あ
ひ
み
る
老
の
命
哉
」（
300　
聯
266
「
年
経
て
都
に
の
ほ
り
旧
友
に
あ
ひ
て
」）
四
月
二
日 
能
通
、
連
歌
の
器
量
に
て
学
堂
二
十
三
日
の
宗
匠
の
う
ち
に
入
れ
ら
れ
る
。（
宮
一
）
四
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
、
点
者
能
順
。（
宮
一
）
四
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
、
当
人
は
能
音
。（
宮
一
）
四
月
三
十
日 
能
利
、
天
神
講
に
つ
い
て
、
能
順
・
常
久
と
相
談
し
て
年
預
に
返
事
。（
宮
一
）
五
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
、
御
勤
は
能
順
、
当
人
は
常
久
。
（
宮
一
）
五
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
、
能
順
点
。（
宮
一
）
五
月
十
九
日 
能
順
・
能
俔
・
能
実
・
能
楽
・
能
什
・
祐
能
が
学
堂
で
寄
合
。（
宮
一
）
五
月
二
十
一
日 
御
門
主
様
御
千
度
来
訪
、
亭
主
方
能
順
・
能
観
。（
宮
一
）
五
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
、
当
人
能
二
。（
宮
一
）
五
月 
本
多
虎
之
助
長
直
悼
の
発
句
「
夏
虫
の
光
や
や
か
て
袖
の
露
」
を
詠
む
。（
本
田
に
関
し
て
は
、
元
禄
七
年
五
月
頓
死
と
あ
り
）（
書
留
308
❼
）
閏
五
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
、
当
人
能
盛
。（
宮
一
）
閏
五
月
十
五
日　
　
学
堂
前
句
付
あ
り
、
清
書
点
作
、
点
者
能
順
。（
宮
一
）
三
〇
閏
五
月
十
六
日 
年
預
随
栄
、
誹
（
マ
マ
）
諧
の
点
者
と
清
書
本
に
つ
い
て
の
、
松
梅
院
を
介
し
た
公
儀
か
ら
の
お
尋
ね
に
、
宮
仕
や
借
屋
を
含
め
点
者
を
す
る
胡
乱
の
者
は
誰
も
い
な
い
と
答
え
る
。
閏
五
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
、
当
人
随
林
。（
宮
一
）
閏
五
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
四
日 
御
手
洗
水
神
事
、
預
坊
老
体
に
よ
り
、
二
臈
能
順
、
内
陣
に
入
り
補
助
す
。（
宮
一
）
六
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
、
能
順
。（
宮
一
）
六
月
九
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
、
当
人
は
能
竹
。（
宮
一
）
六
月
二
十
八
日 
学
堂
万
句
竟
宴
の
会
あ
り
、
預
坊
能
順
。（
宮
一
）
六
月 
蓮
池
能
貨
大
徳
の
七
回
忌
に
発
句
「
し
た
ひ
み
る
其
方
に
凉
し
空
の
月
」（
書
留
309
）
を
詠
む
。
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
301
〜
311
あ
り
。
❼
 
「
松
梅
院
禅
覚
興
行
十
九
歳
な
れ
は
／
今
よ
り
の
ゆ
か
し
き
色
や
若
楓
」（
301　
聯
312
「
若
き
人
の
連
歌
執
心
の
会
ニ
」）
 
「
□
道
所
望　
当
座　
和
漢
／
待
る
ゝ
や
い
か
に
遠
山
子
規
」（
302　
聯
362
）
 
「
豊
島
小
十
郎
篤
宜
始
て
訪
来
し
に
／
と
は
る
へ
き
里
か
は
嬉
し
郭
公
」（
303　
聯
347
「
大
坂
豊
島
篤
宜
始
て
訪
来
し
に
」「
宿
か
は
嬉
し
」）
 
「
篤
宜
／
待
え
し
は
契
有
け
り
郭
公
」（
304　
聯
328
）
 
「
山
里
に
て
／
山
里
は
夏
こ
そ
こ
と
に
木
々
の
陰
」（
305　
聯
494
「
山
里
を
訪
て
」）
 
「
山
に
住
心
の
奥
や
夏
の
陰
」（
306
）
 
「
音
ふ
か
し
木
の
下
露
の
五
月
暗
」（
307　
聯
495
「
木
の
下
露
や
」）
 
「
於
光
円
／
夏
は
風
さ
や
け
き
竹
の
台
哉
」（
310
）
 
「
四
吟
／
秋
風
は
ふ
れ
す
て
近
き
夕
哉
」（
311　
聯
511
「
秋
風
の
ふ
り
す
て
ち
か
き
」）
七
月
一
日 
随
吟
・
能
順
、
御
手
洗
水
に
つ
き
、
本
日
よ
り
潔
斎
。
潔
斎
の
祝
義
あ
り
。（
宮
一
）
七
月
一
日 
能
順
発
句
あ
り
。「
七
月
朔
日
北
野
の
森
に
子
規
の
啼
を
き
ゝ
て
／
た
ち
か
へ
り
秋
や
は
つ
ね
の
ほ
と
ゝ
き
す
」
（
聯
776
）（
書
留
312
❼
「
七
月
朔
日　
時
鳥
を
聞
て
」）
七
月
七
日 
能
順
発
句
あ
り
。「
七
月
七
日
北
野
御
手
洗
の
神
事
に
／
あ
ふ
き
て
も
け
に
み
た
ら
し
や
天
川
」（
聯
799
）（
書
留
313
❼
）
七
月
二
十
三
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
、
点
者
能
順
。（
宮
一
）
三
一
七
月
二
十
七
日 
学
堂
前
句
付
勘
定
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
二
十
三
日 
能
利
の
旦
方
よ
り
大
鏡
の
寄
進
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
二
十
九
日 
学
堂
連
歌
（
十
七
日
の
会
）
あ
り
。（
宮
一
）
九
月
三
日 
さ
る
七
月
の
手
洗
水
の
時
分
に
、
玉
松
院
殿
が
能
順
を
内
陣
に
入
れ
た
こ
と
に
疑
問
が
発
せ
ら
る
。（
宮
一
）
九
月
六
日 
友
世
、
能
観
宅
来
訪
、
能
順
・
常
久
・
能
什
一
座
あ
り
。
（
宮
一
）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
314
〜
330
あ
り
。
❼
 
「
三
吟
／
風
の
色
さ
ま
〳
〵
秋
の
草
木
哉
」（
314
）
 
「
萩
の
露
あ
ら
そ
ふ
風
の
宿
り
哉
」（
315
）
 
「
中
院
通
茂
卿
（
マ
マ
）ニ
而
可
被
有
頃
／
か
き
り
な
き
風
の
匂
ひ
や
秋
の
花
」（
316
）
 
「
竹
内
三
位
殿
ニ
連
哥
ヲ
す
ゝ
め
て
／
言
種
の
花
世
に
ち
ら
せ
秋
の
風
」（
317　
聯
602
「
竹
内
三
位
惟
庸
卿
へ
連
歌
す
ゝ
め
て
」）
 
「
佐
太
天
満
宮
手
向
／
神
に
お
も
ふ
手
向
は
花
の
千
種
哉
」（
318　
聯
606
「
河
内
国
佐
太
天
神
宮
法
楽
」）
 
「
住
吉
ニ
而
／
住
吉
や
神
代
の
秋
も
松
の
風
」（
319　
聯
823
「
摂
州
住
吉
の
社
法
楽
」）
 
「
月
を
を
き
て
春
と
や
い
ひ
し
秋
の
海
」（
320　
聯
634
「
於
墨
吉
」）
 
「
名
月
／
大
か
た
の
秋
さ
へ
月
の
今
夜
哉
」（
321　
聯
683
）
 
「
勘
解
由
小
路
三
位
殿
ニ
而
／
さ
ま
〳
〵
の
色
や
あ
つ
ま
る
窓
の
秋
」（
322　
聯
791
「
左
中
弁
な
る
学
ひ
す
る
人
の
御
許
に
て
」）
 
「
樋
口
以
洗　
五
条
ノ
家
ニ
而
／
う
ち
そ
ひ
ぬ
衣
雁
か
音
秋
の
風
」（
323　
聯
711
「
擣
そ
へ
ぬ
」）
 
「
平
岡
ノ
道
す
か
ら
／
行
山
路
暮
な
は
照
せ
下
紅
葉
」（
324　
聯
748
「
平
岡
と
い
ふ
所
の
道
す
か
ら
」）
 
「
山
道
に
て
萱
草
お
り
そ
へ
て
／
菊
紅
葉
い
つ
れ
か
い
つ
れ
お
も
ひ
草
」（
325　
聯
800
）
 
「
紅
葉
々
も
菊
に
匂
へ
る
山
路
哉
」（
326　
聯
766
「
紅
葉
さ
へ
」）
 
「
日
吉
に
詣
て
／
を
し
な
へ
て
影
は
日
吉
の
紅
葉
哉
」（
327　
聯
751
「
日
吉
の
や
し
ろ
に
て
」）
暮
秋
か
ら
初
冬 
近
江
路
か
ら
帰
山
を
通
り
加
州
へ
と
戻
る
。（
書
留
328
〜
330
）
❼
 
「
江
州
し
の
は
ら
／
玉
川
や
錦
を
洗
ふ
萩
か
花
」（
328　
聯
559
「
於
玉
川
」）
三
二
 
「
暮
秋
の
比　
旅
立
と
て
／
行
秋
の
心
も
か
へ
り
都
か
な
」（
329
）
 
「
江
州
し
の
原
に
て
／
し
の
原
の
風
や
朝
霜
夕
時
雨
」（
330　
聯
977
「
近
江
路
に
て
」「
し
の
は
ら
や
風
の
あ
さ
霜
」）
十
月
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
（
十
七
日
の
会
）
あ
り
。（
宮
一
）
十
一
月
四
日 
学
堂
月
次
連
歌
（
先
月
二
十
三
日
の
会
）
あ
り
。（
宮
一
）
十
二
月
四
日 
学
堂
月
次
連
歌
（
十
七
日
の
会
）
あ
り
。（
宮
二
）
十
二
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
延
引
、
能
順
他
行
ゆ
え
な
り
。（
宮
二
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
331
〜
345
あ
り
。
❼
 
「
老
曽
森
／
冬
枯
を
老
曽
の
森
の
す
か
た
哉
」（
331　
聯
873
「
近
江
路
に
て
」）
 
「
山
路
を
過
る
と
て
／
こ
き
ま
せ
に
木
葉
時
雨
の
夕
日
哉
」（
332　
聯
840
「
時
雨
木
葉
の
」）
 
「
帰
山
／
雲
や
今
朝
雪
降
置
て
帰
山
」（
333　
聯
906
「
帰
山
に
て
」）
 
「
山
崎
庄
兵
衛
に
て
家
人
山
崎
作
右
衛
門
家
ニ
招
請
遣
し
時
／
松
を
み
て
人
こ
そ
来
ま
せ
宿
の
雪
」（
334　
聯
928
）
 
「
半
田
正
祖
に
て
／
お
も
ひ
来
し
風
の
行
ゑ
や
今
朝
の
雪
」（
335　
聯
901
）
 
「
忠
張
に
て
／
雪
の
底
に
鳥
鳴
竹
の
垣
根
哉
」（
336　
聯
952
）
 
「
浅
加
治
卿
に
て
／
雪
戦
き
竹
葉
露
け
き
霙
哉
」（
337　
聯
982
）
 
「
菊
地
武
康
宅
ニ
雪
の
夜
各
あ
つ
ま
り
て
／
月
雪
に
明
る
も
し
ら
し
今
夜
哉
」（
338
）
 
「
冬
雁
／
居
る
雁
の
心
も
雪
の
芦
辺
哉
」（
339　
聯
981
「
芦
に
雁
を
画
る
屛
風
に
」）
 
「
伴
氏
長
治
ニ
而
／
埋
火
は
夜
長
き
の
み
や
冬
の
床
」
（
340
）
 
「
青
山
氏
長
玄
ニ
伴
長
治
ヲ
誘
引
之
刻
／
陰
も
よ
し
雪
に
立
よ
れ
宿
の
松
」（
341
）
 
「
前
田
氏
季
□
に
て
／
梅
に
春
立
休
ふ
か
年
の
内
」（
342
）
 
「
今
枝
直
方
江
戸
下
向
餞
別
／
行
年
や
今
帰
り
来
む
宿
の
梅
」（
343
）
 
「
春
立
ぬ
行
を
く
れ
け
る
今
年
哉
」（
344
）
 
「
降
ま
ゝ
に
ゆ
き
暮
し
け
る
今
年
哉
」（
345
）
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
） 
六
十
八
歳
二
月
十
一
日 
祈
禱
連
歌
あ
り
。（
宮
二
）
二
月
二
十
日 
衆
中
年
齢
并
労
の
事
に
関
し
、
友
世
、
能
順
が
六
十
八
歳
三
三
に
も
か
か
わ
ら
ず
六
十
七
歳
と
あ
り
、
児
成
の
年
も
随
吟
の
覚
え
と
一
年
相
違
す
る
と
親
書
に
対
す
る
不
審
を
指
摘
。
児
成
の
年
に
つ
い
て
、
能
作
か
ら
能
順
に
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
る
。（
宮
二
）
二
月
二
十
一
日 
学
堂
連
歌
興
行
。（
宮
二
）
二
月
二
十
四
日 
学
堂
連
歌
興
行
。（
宮
二
）
三
月
五
日 
花
の
会
、
本
年
よ
り
開
始
、
当
人
随
吟
、
節
分
よ
り
七
十
五
日
を
会
日
と
な
す
。（
宮
二
）
三
月
十
九
日 
能
順
、
袈
裟
の
願
入
れ
ら
れ
ず
。
能
東
・
能
観
よ
り
連
状
に
て
言
い
や
る
。
能
順
返
書
に
て
、
願
が
不
許
可
と
さ
れ
た
の
は
、
田
舎
に
長
く
滞
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
秋
に
上
京
、
相
談
す
る
と
書
く
。（
宮
二
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
346
〜
349
あ
り
。
❼
 
「
春
の
日
の
い
て
そ
よ
更
に
朝
霞
」（
346　
聯
16
）
 
「
渡
辺
寛
宅
ニ
而
／
梅
咲
て
草
か
う
は
し
き
汀
哉
」（
347
）
 
「
廿
五
日
／
﹇
半
田
﹈
正
祖
宅
ニ
而　
神
祇
ノ
心
は
へ
を
／
梅
か
香
や
あ
ふ
け
は
空
に
春
の
風
」（
348　
聯
52
「
同
し
時
一
日
千
句
第
一
」「
あ
ふ
け
は
天
津
」）
 
「
伴
氏
長
治
ニ
而
／
鴬
も
梅
咲
竹
の
籬
か
な
」（
349　
聯
41
）
四
月
十
三
日 
千
句
興
行
の
廻
状
を
ま
わ
す
。（
宮
二
）
四
月
十
七
日 
千
句
習
礼
あ
り
。（
宮
二
）
四
月
十
八
日 
千
句
興
行
、
連
衆
五
座
に
分
か
れ
、
二
百
韻
ず
つ
な
す
。
能
順
は
不
在
。（
宮
二
）
四
月
十
九
日 
随
栄
死
去
。（
宮
二
）
夏 
能
順
、
元
政
と
山
何
百
韻
を
元
政
と
両
吟
。「
袖
毎
の
世
の
風
匂
ふ
菖
蒲
哉
」（
小
）
六
月
五
日 
周
世
、
衆
中
の
内
々
の
願
を
一
乗
寺
（
門
主
）
の
家
老
衆
に
仲
介
し
申
し
入
れ
る
。
能
順
は
田
舎
住
ゆ
え
次
の
預
は
な
し
、
年
寄
衆
の
鈍
色
は
許
容
と
の
門
主
意
向
あ
り
。
（
宮
二
）
六
月
九
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
）
六
月
二
十
日 
学
堂
十
七
日
の
会
（
連
歌
）
あ
り
。（
宮
二
）
六
月
二
十
一
日 
能
東
・
能
悦
・
能
俔
・
能
観
に
鈍
色
許
可
。（
宮
二
）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
興
行
。
八
月
十
五
日 
名
月
の
会
、
当
人
能
林
。（
宮
二
）
 
能
順
、
何
木
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
能
順
・
快
全
。「
唯
今
宵
老
の
僻
目
の
月
も
な
し
」（
小
）
↓
こ
の
発
句
の
百
韻
、
本
年
譜
の
元
禄
十
五
年
八
月
十
五
日
条
参
照
。
十
月
三
日 
学
堂
連
歌
（
先
月
十
七
日
分
の
会
）
あ
り
。（
宮
二
）
三
四
十
月
八
日 
学
堂
連
歌
（
先
月
二
十
三
日
分
の
会
）
あ
り
、
能
什
が
勤
め
る
。（
宮
二
）
十
月
十
七
日 
学
堂
連
歌
の
会
、
能
東
が
勤
め
る
。（
宮
二
）
十
月
二
十
三
日 
学
堂
連
歌
の
会
、
随
恩
が
勤
め
る
。（
宮
二
）
十
一
月
四
日 
常
室
、
雲
州
家
中
に
御
祈
禱
万
句
あ
り
、
序
書
持
参
。
（
宮
二
）
十
一
月
十
七
日 
学
堂
の
会
あ
り
。（
宮
二
）
十
一
月
十
八
日 
初
雪
の
会
あ
り
、
当
人
常
久
。（
宮
二
）
十
一
月
二
十
日 
学
堂
連
歌
（
二
十
三
日
の
会
）
あ
り
、
能
通
が
勤
め
る
。
（
宮
二
）
十
一
月
三
十
日 
年
預
受
取
渡
。
十
二
月
一
日 
昨
日
よ
り
年
預
は
能
俔
、
常
円
が
名
代
と
し
て
諸
事
勤
め
る
。（
宮
二
）
十
二
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
、
当
人
能
吟
。（
宮
二
）
十
二
月
二
十
四
日 
正
月
法
事
の
預
役
、
当
預
随
吟
病
気
、
二
臈
能
順
は
遠
方
雪
中
で
年
内
上
京
の
予
定
不
明
、
そ
の
際
に
は
三
臈
が
勤
め
る
旨
、
目
代
友
世
か
ら
門
主
に
伝
え
る
よ
う
依
頼
。
松
梅
院
に
も
伝
達
。
能
作
か
ら
三
臈
能
東
に
担
当
を
伝
達
。
（
宮
二
）
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
） 
六
十
九
歳
一
月
一
日 
歳
旦
発
句
あ
り
。（
宮
二
❷
）
一
月
二
日 
預
坊
（
随
吟
）
病
気
ゆ
え
、
能
東
、
能
俔
二
人
の
み
に
預
坊
の
祝
儀
あ
り
。
能
順
他
行
ゆ
え
欠
席
。（
宮
二
❷
）
一
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
興
行
。（
宮
二
❷
）
二
月
九
日 
能
順
、
北
国
か
ら
上
京
。（
宮
二
❷
）
二
月
十
日 
能
順
、
改
衣
の
願
あ
り
。（
宮
二
❷
）
二
月
十
五
日 
能
順
、
他
国
住
の
た
め
、
鈍
色
袈
裟
願
を
目
代
に
許
さ
れ
ず
。（
宮
二
「
元
禄
九
丙
子
年
落
書
之
追
加
」
❷
）
二
月
十
六
日 
能
順
に
田
舎
居
住
な
る
ま
じ
き
旨
、
門
主
（
曼
殊
院
良
応
）
よ
り
と
が
め
あ
り
。（
宮
二
「
元
禄
九
丙
子
年
落
書
之
追
加
」
❷
）
二
月
十
九
日 
能
順
、
鈍
色
袈
裟
願
に
つ
い
て
、
能
東
・
能
林
・
友
世
と
一
乗
寺
へ
参
上
。
二
月
中
に
、
幾
度
か
願
う
が
、
鈍
色
袈
裟
願
却
下
。（
宮
二
「
元
禄
九
丙
子
年
落
書
之
追
加
」
❷
）
二
月
二
十
四
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
二
月
二
十
五
日 
預
坊
病
気
の
た
め
、
能
順
奉
幣
を
勤
め
る
。（
宮
二
❷
）
三
月
六
日 
預
坊
随
吟
の
元
旦
発
句
の
会
と
節
振
舞
あ
り
。（
宮
二
❷
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
350
〜
363
あ
り
。
❼
 
「
花
鳥
に
心
つ
く
日
の
は
し
め
哉
」（
350　
聯
17
）
三
五
 
「
今
枝
民
部
直
方
／
薄
曇
雪
も
猶
ち
れ
春
の
月
」（
351　
聯
132
）
 
「
風
露
に
お
も
ひ
み
た
る
ゝ
柳
哉
」（
352　
聯
99
）
 
「
雁
も
今
有
と
や
爰
に
帰
山
」（
353　
聯
122
「
於
帰
山
」）
 
「
山
中
を
越
て
／
雪
に
越
て
更
に
も
春
の
山
路
哉
」（
354　
聯
78
「
旅
行
の
比
」）
 
「
夕
霞
月
の
に
ほ
て
る
海
へ
か
な
」（
355　
聯
130
「
湖
海
の
ほ
と
り
に
て
」「
月
も
に
ほ
て
る
」）
 
「
難
波
に
て
／
難
波
津
に
咲
や
生
駒
の
山
桜
」（
356　
聯
256
「
難
波
津
に
て
」）
 
「
今
宮
の
山
ニ
而
／
風
の
色
に
う
つ
ろ
ふ
花
の
夕
か
な
」
（
357　
聯
184
）
 
「
佐
藤
儀
左
良
重
母
悼
／
お
も
ひ
や
る
空
や
霞
の
袖
の
雨
」（
358
）
 
「
嵐
山
に
て
／
山
桜
吹
や
嵐
の
麓
川
」（
359　
聯
249
「
嵐
山
に
し
て
」）
 
「
花
の
夕
／
花
の
色
は
散
に
尽
せ
る
夕
か
な
」（
360　
聯
176
）
 
「
山
里
ニ
而
／
爰
に
咲
心
や
ふ
か
き
山
桜
」（
361　
聯
235
「
山
里
人
の
も
と
に
て
」）
 
「
能
東
坊
賀
ノ
時
／
け
に
永
し
祝
は
ん
日
也
老
の
春
」（
362　
聯
286
「
六
十
の
賀
し
け
る
人
の
も
と
へ
」）
 
「
山
吹
や
け
に
や
へ
〳
〵
の
春
の
花
」（
363　
聯
276
題
「
山
吹
」）
四
月
七
日 
小
笠
原
佐
渡
守
の
子
息
参
詣
、
能
順
、
常
円
が
居
合
わ
す
。（
宮
二
❷
）
四
月
二
十
六
日 
学
堂
連
歌
あ
り
、
当
人
能
山
。（
宮
二
❷
）
五
月
七
日 
一
乗
寺
に
御
留
主
見
舞
い
、
能
順
、
能
東
参
る
。（
五
月
五
日
条
「
能
順
坊
・
能
東
坊
被
参
筈
也
」）（
宮
二
）
五
月
十
六
日 
能
順
よ
り
、
学
堂
連
歌
を
勤
め
る
希
望
あ
り
。（
宮
二
❷
）
六
月
九
日 
能
順
、
神
供
の
祝
詞
を
勤
め
る
。
学
堂
連
歌
興
行
。（
宮
二
❷
）
六
月
二
十
三
日 
預
随
吟
、
病
に
よ
る
預
上
表
の
願
を
伝
え
る
。（
宮
二
❷
）
六
月
二
十
八
日 
随
吟
坊
の
病
気
上
表
願
に
伴
い
、
二
臈
で
あ
る
能
順
の
預
職
願
を
出
す
も
、
門
主
許
可
任
命
せ
ず
。（
宮
二
❷
）
六
月
二
十
九
日 
松
梅
院
よ
り
能
順
に
、
御
手
洗
水
会
を
勤
め
る
べ
き
旨
、
役
者
能
松
を
通
し
て
口
上
あ
り
。（
宮
二
❷
）
六
月
三
十
日 
能
順
、
い
ま
だ
預
職
の
補
任
な
し
。（
宮
二
❷
）
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
364
〜
370
（
366
は
消
去
済
の
句
）
あ
り
。
❼
三
六
 
「
有
明
や
お
も
ひ
馴
に
し
郭
公
」（
364　
聯
339
）
 
「
徒
に
幾
夜
明
し
つ
子
規
」（
365　
聯
340
）
 
「
紙
屋
川
の
ほ
と
り
に
て
／
紙
屋
川
つ
ゝ
み
あ
つ
む
る
蛍
哉
」（
367　
聯
413
）
 
「
袖
に
ふ
け
い
ま
た
梢
の
秋
の
風
」（
368　
聯
509
）
 
「
秋
の
色
や
ま
た
薄
霧
の
朝
し
め
り
」（
369　
聯
542
）
 
「
有
明
も
今
三
ケ
月
の
夕
哉
」（
改
案
傍
記
あ
り
）（
370
）
七
月
二
日 
能
順
、
一
日
よ
り
御
手
洗
水
の
潔
斎
に
入
る
。（
宮
二
❷
）
七
月
四
日 
上
座
五
人
（
能
順
・
能
東
・
能
俔
・
能
悦
・
能
観
（「
鈍
色
袈
裟
五
人
之
衆
」（
七
月
三
日
条
）
の
袈
裟
願
の
事
、
門
主
に
伝
え
る
も
許
容
な
し
。（
宮
二
❷
）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
興
行
。（
宮
二
❷
）
八
月
十
三
日 
寄
合
に
て
年
寄
衆
の
鈍
色
袈
裟
の
立
願
、
御
神
慮
成
就
の
上
は
近
日
千
句
興
行
。（
宮
二
）
八
月
十
四
日 
学
堂
連
歌
（
十
七
日
の
会
）
あ
り
。（
宮
二
❷
）
八
月
十
五
日 
名
月
の
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
八
月
二
十
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
八
月
二
十
八
日 
千
句
連
歌
興
行
の
こ
と
、
能
東
病
気
に
つ
き
延
引
す
。
（
宮
二
❷
）
九
月
十
四
日 
能
順
・
能
実
・
周
世
が
門
主
灌
頂
加
行
見
舞
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
三
日 
千
句
の
習
礼
あ
り
、
能
順
出
席
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
四
日 
月
題
の
千
句
連
歌
あ
り
、
能
東
、
能
順
が
宗
匠
と
し
て
五
百
句
ず
つ
張
行
す
る
。
第
一
百
韻
発
句
随
吟
、
第
二
百
韻
発
句
能
東
、
第
十
百
韻
発
句
能
順
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
六
日 
初
雪
（
初
雪
の
会
（
連
歌
会
）
で
あ
ろ
う
）、
当
人
能
楽
。（
宮
二
）
十
一
月
九
日 
能
順
、
能
松
、
門
主
灌
頂
加
行
見
舞
、
献
上
物
を
持
ち
一
乗
寺
へ
参
上
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
十
七
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
十
八
日 
年
寄
衆
、
先
日
の
千
句
と
去
年
の
千
句
を
神
前
に
供
え
る
。（
宮
二
❷
）
 
能
順
、『
独
吟
何
路
百
韻
』
一
巻
（
発
句
「
埋
て
猶
木
高
し
や
雪
の
松
」）
を
な
す
。
 
（
小
『
小
松
天
満
宮
誌
』（
社
宝
類
）
能
順
自
筆
、
跋
文
あ
り
・
三
条
西
殿
す
す
め
に
よ
る
独
吟
聯
922
）
Ａ
Ｃ
Ｄ
イ
綿
抜
p25　
⑨
）
十
二
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。
能
順
が
勤
め
る
。（
宮
二
❷
）
十
二
月
十
五
日 
世
間
に
は
や
る
、
誹
諧
と
名
付
け
た
賭
勝
負
に
、
衆
中
の
若
輩
が
関
わ
る
こ
と
を
禁
ず
る
旨
、
周
知
。「
勿
論
誹
諧
は
連
哥
の
邪
魔
」（
宮
二
❷
）
三
七
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
） 
七
十
歳
一
月
一
日 
歳
旦
発
句
を
構
ず
。（
宮
二
❷
）
 
能
順
、
七
十
歳
に
な
り
次
の
句
を
詠
む
。「
七
十
に
な
れ
る
年
／
身
に
そ
思
ふ
年
に
ま
れ
な
る
け
ふ
の
春
」。（
聯
18
）
一
月
八
日 
朝
日
寺
法
事
、
預
代
能
順
が
勤
め
る
。（
宮
二
❷
）
一
月
十
一
日 
御
講
（
天
神
講
）、
当
人
能
順
。（
宮
二
❷
）
一
月
十
四
日 
法
事
、
牛
玉
之
作
法
、
預
代
能
順
が
勤
め
る
。（
宮
二
❷
）
一
月 
能
順
、
独
吟
百
韻
を
詠
む
。「
松
に
吹
梅
に
匂
ふ
や
世
々
の
風
」（
小
p25
）
二
月
四
日 
学
堂
連
歌
（
二
十
三
日
の
会
）
あ
り
。（
宮
二
）
二
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
、
能
東
が
勤
め
る
。（
宮
二
）
二
月
二
十
四
日 
御
神
供
学
堂
連
歌
あ
り
。
二
月
二
十
五
日 
能
順
、
預
坊
代
二
臈
。（
宮
二
❷
）
閏
二
月
十
五
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
、
能
順
が
勤
め
る
。（
宮
二
❷
）
閏
二
月
二
十
三
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
三
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
三
月
廿
七
日 
能
順
の
七
十
賀
会
あ
り
。（
宮
二
❷
）
能
順
、
発
句
を
詠
む
。「
七
十
の
賀
の
会
に
／
後
た
の
め
花
や
見
ん
も
し
老
の
は
る
」（
聯
183
）
四
月 
能
順
、
小
松
へ
下
向
。
北
野
の
宮
仕
側
は
秋
の
頃
に
は
必
ず
上
京
を
希
望
す
る
が
、
能
順
は
来
春
上
京
を
主
張
。
（
宮
二
（
同
年
十
一
月
十
六
日
、
六
月
二
十
八
日
記
事
）
❷
）
六
月
七
日 
学
堂
連
歌
興
行
。（
宮
二
❷
）
六
月
二
十
八
日 
本
年
の
御
手
洗
水
の
御
神
事
は
、
預
随
吟
が
病
身
で
、
二
臈
能
順
が
加
賀
下
向
中
の
た
め
、
三
臈
能
東
が
勤
め
た
い
旨
、
梅
松
院
（
禅
覚
）
へ
一
札
あ
り
。（
宮
二
❷
）
秋 
素
庵
居
士
の
七
回
忌
に
て
発
句
を
詠
む
。「
干
ぬ
袖
や
尾
は
な
か
本
の
草
の
露
」（
聯
587
）
七
月
一
日 
能
東
潔
斎
に
入
る
。（
宮
二
❷
）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
十
月
十
一
日 
能
東
・
能
観
、
そ
の
他
一
門
衆
よ
り
加
州
の
能
順
に
手
紙
、
十
二
月
上
旬
ま
で
に
上
京
を
促
す
。（
宮
二
）
十
一
月
十
六
日 
寄
合
に
て
、
預
随
吟
中
風
再
発
、
上
表
避
け
ら
れ
ず
、
二
臈
能
順
上
京
の
上
で
、
預
就
任
の
願
を
出
す
旨
、
相
談
あ
り
。
預
随
吟
上
表
、
能
順
預
願
、
年
預
は
能
東
と
す
る
案
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
十
七
日 
三
条
西
実
教
が
、
七
十
八
歳
で
男
子
を
も
う
け
た
祝
意
を
込
め
発
句
を
詠
む
。「
西
三
条
殿
七
十
八
に
て
男
子
ま
う
三
八
け
給
ふ
祝
言
に
／
雪
に
生
て
春
待
千
世
の
み
と
り
哉
」
（
聯
955
）
⑨
十
一
月
二
十
四
日 
寄
合
に
て
、
加
州
の
能
順
よ
り
、
上
京
は
当
年
中
は
難
し
い
と
既
に
手
紙
に
て
意
志
表
明
あ
り
、「
年
預
之
事
不
在
京
而
難
勤
事
」
な
の
で
、
能
悦
を
預
に
推
薦
と
す
る
案
を
了
解
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
二
十
六
日 
能
東
・
能
観
、
年
寄
・
評
議
か
ら
加
州
能
順
に
手
紙
、
能
悦
の
願
を
知
ら
せ
、
能
順
に
は
年
内
か
新
春
早
々
の
上
京
を
強
く
す
す
め
る
。（
宮
二
❷
）
十
二
月
一
日 
随
吟
上
表
、
能
悦
預
職
願
、
門
主
（
曼
殊
院
良
応
）
了
承
。（
宮
二
）
十
二
月
六
日 
能
順
、
加
州
よ
り
上
京
。（
宮
二
）　
以
後
、
年
預
代
を
勤
め
る
（
翌
十
一
年
十
一
月
よ
り
預
坊
）。（
宮
二
❷
）
十
二
月
二
十
二
日 
学
堂
歳
暮
の
会
あ
り
。（
宮
二
❷
）
十
二
月
二
十
四
日 
学
堂
立
春
の
会
あ
り
、
能
順
勤
め
る
。（
宮
二
❷
）
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
七
十
一
歳
二
月
十
日 
西
池
主
膳
、
精
進
の
頭
を
務
め
る
ゆ
え
、
能
順
・
能
東
・
能
観
・
友
世
、
賀
茂
へ
見
舞
。（
宮
二
❷
）
二
月
二
十
四
日 
学
堂
連
歌
興
行
。（
宮
二
❷
）
二
月
二
十
八
日 
預
能
悦
発
句
の
連
歌
、
随
吟
坊
に
て
あ
り
。（
宮
二
❷
）
五
月
四
日 
「
か
ぎ
り
さ
へ
」
百
韻
後
記
に
関
す
る
こ
の
日
時
を
記
し
た
紙
あ
り
。（
Ａ
（
た
だ
し
、
綿
抜
氏
が2019
年
に
さ
れ
た
小
松
天
満
宮
調
査
で
は
未
確
認
）
六
月
一
日 
古
木
の
影
向
の
松
倒
れ
る
。（
宮
二
）
六
月
九
日 
寄
合
に
て
、
能
悦
の
預
職
は
半
年
間
の
願
に
て
、
今
度
上
表
の
願
申
す
旨
報
告
。（
宮
二
）
六
月
九
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
）
六
月
二
十
一
日 
新
た
に
植
え
た
影
向
の
松
に
首
く
く
り
あ
り
。（
宮
二
）
六
月
二
十
七
日 
能
悦
の
御
手
洗
水
会
の
勤
め
に
関
し
、
能
順
、
介
助
の
役
を
命
じ
ら
る
。（
宮
二
❷
）
六
月
二
十
八
日 
門
主
よ
り
影
向
の
松
を
寄
進
、
植
え
替
え
る
。（
宮
二
）
六
月
二
十
九
日 
左
近
の
馬
場
に
首
く
く
り
あ
り
。
能
順
・
能
東
、
松
梅
院
よ
り
七
月
七
日
の
御
手
洗
水
会
延
引
の
相
談
を
受
け
、
了
承
。
能
順
、
預
能
悦
も
了
承
。（
宮
二
❷
）
七
月
六
日 
松
梅
院
、
影
向
の
松
植
替
祝
の
千
句
興
行
の
意
向
あ
り
、
能
順
・
能
東
と
相
談
し
、
題
を
定
め
る
。（
宮
二
❷
）
七
月
七
日 
能
順
、
影
向
之
松
植
換
後
の
奉
幣
に
参
加
、
鈍
色
着
用
を
松
梅
院
か
ら
許
可
あ
り
。 
（
宮
二
）
随
吟
死
去
。（
宮
二
）
七
月
二
十
四
日 
寄
合
に
て
、
能
悦
上
表
の
事
と
能
順
預
職
の
事
を
門
主
に
三
九
申
し
入
れ
る
こ
と
を
決
定
。（
宮
二
❷
）
七
月
二
十
九
日 
能
順
、
宗
祇
の
絵
像
（
興
善
院
法
印
良
勝
筆
・
近
衞
家
熙
賛 
京
大
総
合
博
物
館
蔵
）
に
裏
書
、
宗
祇
二
百
年
忌
の
千
句
連
歌
興
行
の
際
の
作
成
絵
像
と
覚
え
を
記
す
。（
宮
二
❷
）
 
『
北
野
拾
葉
』
所
収
宗
祇
法
師
画
像
裏
書
に
「
此
一
軸
者
貴
師
宗
祇
公
為
二
百
年
忌
／
追
福
令
千
句
連
歌
興
行
依
仰
此
影
／
像
者
也
／
元
禄
十
一
寅
歳
七
月
廿
九
日 　
能
脩
竹
斎
　
　順
（
花
押
）」
 
※
能
順
が
絵
像
裏
書
で
言
及
し
て
い
る
、
宗
祇
二
百
回
忌
追
善
千
句
連
歌
は
、
元
禄
十
一
年
の
宮
仕
記
録
に
は
み
え
な
い
が
、
能
順
の
絵
像
学
堂
寄
進
に
あ
わ
せ
こ
の
時
期
に
な
さ
れ
た
か
。『
元
禄
十
一
年
七
月
十
五
日
千
句
』（
Ｊ
所
在
不
明
）、『
元
禄
十
一
年 
北
野
千
句
』（
小　
Ｈ
）
が
存
す
る
由
。
↓
元
禄
十
四
年
七
月
二
十
六
日
七
月
晦
日
（
推
定
） 
能
順
、
祇
公
忌
日
月
次
の
会
始
に
て
発
句
「
朝
顔
の
の
こ
る
や
人
の
世
々
の
秋
」
を
詠
む
。
 
「
祇
公
忌
日
月
次
の
会
初
に
／
朝
か
ほ
の
残
る
や
人
の
世
々
の
秋
」（
聯
613　
書
留
371
「
宗
祇
法
師
忌
月
会
始
」
❼
）、（『
元
禄
十
一
年
宗
祇
忌
懐
旧
百
韻
』（
能
順
筆
（
小
）
Ａ
Ｄ
「
元
禄
十
一
年
七
月
晦
日
」）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
興
行
。（
宮
二
❷
）
八
月
五
日 
能
順
、
宗
祇
の
絵
像
（
興
善
院
法
印
良
勝
筆
）
を
学
堂
に
寄
進
。（
宮
二 
京
文
展
❷
）
八
月
十
二
日 
随
吟
の
五
七
日
法
要
に
「
袖
の
上
の
露
や
心
の
手
向
草
」
を
詠
む
。（「
随
吟
五
七
日
手
向
／
袖
の
上
の
露
や
心
の
手
向
草
／
袖
し
ほ
る
共
」
書
留
372
❼　
聯
538
「
仝
（
悼
人
の
も
と
へ
）」）
八
月
二
十
八
日 
米
倉
丹
後
守
社
参
、
松
梅
院
・
妙
蔵
院
・
梅
禅
・
徳
勝
院
・
能
順
・
能
楽
・
能
什
・
能
通
・
幸
世
が
影
向
の
松
ま
で
送
り
帰
る
。（
宮
二
）
九
月
六
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
九
月
十
三
日 
「
十
三
夜
／
見
つ
ゝ
月
お
も
ひ
く
ら
ふ
る
今
夜
哉
」（
379　
聯
737
）
を
詠
む
。
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
373
〜
382
あ
り
。
❼
 
「
恵
乗
﹇
快
全
﹈
上
京
ノ
時
／
告
て
来
し
初
雁
う
れ
し
秋
の
風
」（
373　
聯
712
「
越
路
よ
り
の
ほ
り
け
る
人
を
待
悦
て
」
373
句
翻
案
374
句
「
初
雁
や
告
て
さ
そ
ひ
し
秋
の
風
共
」
有
り
。）
 
「
身
に
も
な
せ
草
木
の
老
は
秋
の
色
」（
375　
聯
725
「
快
全
四
〇
好
澄
三
吟
に
」）
 
「
那
波
氏
祐
英
ニ
而
／
雨
に
も
そ
と
は
ん
と
お
も
ひ
し
宿
の
月
」（
376　
聯
667
「
雨
の
日　
む
か
ひ
に
人
を
来
し
け
る
に
」）
 
「
名
月
／
身
の
上
に
つ
も
れ
る
月
の
今
夜
哉
」（
377　
聯
700
）
 
「
白
菊
の
色
や
あ
ま
り
て
今
朝
の
露
」（
378　
聯
726
題
「
菊
」、「
今
朝
の
霜
」）
 
「
竹
森
検
校
興
行
／
紅
葉
々
や
千
入
に
匂
ふ
菊
の
庭
」（
380　
聯
765
）
 
「
有
明
の
う
つ
り
も
行
か
秋
の
色
」（
381　
聯
661
「
有
明
に
」）
 
「
平
岡
ニ
而
／
紅
葉
々
も
入
に
し
た
か
ふ
山
路
哉
」（
382　
聯
759
「
山
里
に
て
」）
十
月
一
日 
「
神
無
月
と
て
し
も
今
朝
の
時
雨
哉
」（
書
留
383　
聯
837
「
さ
て
し
も
今
朝
の
」）
を
詠
む
。
十
月
九
日 
能
順
・
能
観
・
友
世
、
一
乗
寺
に
参
上
し
、
能
東
の
不
始
末
を
門
主
に
わ
び
る
。（
宮
二
❷
）
十
月
十
八
日 
所
司
松
平
紀
伊
守
（
信
庸
）
北
野
来
訪
、
松
梅
院
・
玉
松
院
・
梅
禅
・
徳
勝
院
・
能
順
・
能
観
・
能
楽
・
能
什
・
目
代
父
子
出
迎
え
。
能
順
・
能
東
・
能
観
・
友
世
が
、
山
本
大
炊
助
殿
に
能
東
赦
免
の
礼
を
い
う
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
三
日　
　
　
初
雪
の
会
あ
り
、
当
人
能
覚
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
十
六
日 
門
主
か
ら
目
代
を
通
じ
て
、
能
順
の
預
職
許
容
の
返
事
あ
り
、
十
九
日
に
小
折
紙
、
法
橋
の
位
は
見
合
わ
せ
る
と
の
こ
と
（
↓
十
一
月
二
十
四
日
）（
宮
二
❷
）
十
一
月
二
十
三
日 
寄
合
に
て
、
年
預
定
を
改
定
、
年
預
扱
を
月
番
と
す
る
。
「
極
月
正
月
、
二
月
三
月
、
四
月
六
月
、
五
月
七
月
、
九
月
壬
九
十
月
、
八
月
十
一
月
」（
宮
二
）
十
一
月
よ
り 
預
坊
を
務
め
る
。
十
二
月
四
日 
能
順
法
橋
を
望
み
目
代
に
申
し
出
る
。（
宮
二
❷
）
十
二
月
十
日 
門
主
、
能
順
の
法
橋
位
の
事
、
許
容
延
引
。
当
年
中
は
延
引
あ
る
べ
き
と
の
旨
。（
宮
二
❷
）
十
二
月
十
九
日 
預
坊
能
順
へ
、
歳
暮
の
御
祝
儀
銀
子
一
枚
あ
り
。（
宮
二
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
384
〜
389
あ
り
。
❼
 
「
雪
ま
て
と
色
を
残
さ
ぬ
梢
哉
」（
384　
聯
944
「
色
に
残
さ
ぬ
」）
 
「
朝
日
影
匂
ふ
や
霜
の
花
曇
」（
385　
聯
876
題
「
霜
」）
 
「
神
松
に
降
初
し
雪
や
手
向
種
」（
386　
聯
900
）
 
「
月
影
や
氷
て
残
る
今
朝
の
霜
」（
387　
聯
878
）
四
一
 
「
雪
に
月
お
な
し
雲
井
の
高
根
哉
」（
388
）
 
「
年
を
捨
て
ま
た
は
や
迚
老
の
春
」（
389　
聯
967
「
ま
た
れ
ん
と
て
も
」）
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
） 
七
十
二
歳
正
月
朔
日 
八
嶋
御
神
供
頂
戴
、
能
順
小
預
を
つ
と
め
る
。（
宮
二
❷
）
正
月
廿
二
日 
瀧
川
丹
後
守
と
子
息
、
北
野
社
参
、
松
梅
院
・
妙
蔵
院
・
玉
松
院
・
能
順
・
能
観
・
能
楽
・
能
什
・
能
範
・
周
世
が
出
迎
え
る
。（
宮
二
❷
）
二
月
六
日 
学
堂
連
歌
の
会
、
能
順
勤
め
る
。（
宮
二
❷
）
二
月
十
七
日 
学
堂
の
会
あ
り
。（
宮
二
❷
）
二
月
十
九
日 
門
主
、
能
順
の
法
橋
昇
任
の
願
を
許
す
。（
宮
二
❷
）
二
月
二
十
一
日 
能
順
坊
法
橋
官
銭
、
五
貫
七
百
文
。（
宮
二
❷
）
二
月
二
十
四
日 
学
堂
連
歌
（
表
八
句
の
次
第
は
発
句
能
順
、
脇
能
悦
、
第
三
能
東
）
を
な
す
。（
宮
二
❷
）「
二
月
廿
四
日　
奉
幣
之
手
向
／
神
も
此
幣
は
見
そ
な
へ
花
の
枝
」（
書
留
396　
聯
146
「
神
供
」）
三
月
四
日 
父
の
遠
忌
に
て
発
句
を
詠
む
。「
相
国
寺
慈
照
院　
親
父
遠
忌
／
法
事
ニ　
三
月
四
日
／
手
向
す
る
心
や
色
香
法
の
花
」（
書
留
413
）
三
月
十
二
日 
学
堂
連
歌
（
六
日
の
会
）
を
本
日
興
行
。（
宮
二
❷
）
三
月
十
七
日 
学
堂
連
歌
の
会
あ
り
。（
宮
二
❷
）
三
月
十
八
日 
花
の
会
あ
り
、
当
人
常
久
。（
宮
二
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
390
〜
395
（
391
消
去
句
）、
397
〜
412
あ
り
。
❼
 
「
道
し
あ
れ
は
た
て
る
や
万
四
方
の
春
」（
390　
聯
20
）
 
「
青
柳
よ
風
に
し
ら
す
な
今
朝
の
露
」（
392　
聯
97
）
 
「
梅
か
香
や
手
枕
う
と
し
夜
半
の
月
」（
393　
聯
56
）
 
「
雁
そ
行
い
か
に
ゆ
か
し
き
越
の
春
」（
394　
聯
125
「
越
路
へ
行
人
の
も
と
へ
」）
 
「
雨
は
今
朝
緑
に
春
の
野
山
哉
」（
395　
聯
291
）
 
「
佐
々
木
氏
定
堅
娘
悼
／
若
草
に
干
か
た
き
露
の
袂
哉
」
（
397
）
 
「
夜
の
雨
や
か
く
こ
そ
花
の
朝
霞
」（
398　
聯
142
題
「
花
」、
「
夜
の
雨
や
花
の
朝
露
朝
霞
」）
 
「
う
る
は
し
く
雨
や
か
し
つ
く
花
の
露
」（
399　
聯
153
）
 
「
花
の
色
は
よ
し
や
吉
野
も
嵐
山
」（
400
）
 
「
真
如
堂
の
ほ
と
り
に
て
／
木
の
も
と
に
世
を
尽
さ
は
や
山
桜
」（
401　
聯
230
）
 
「
花
に
鳥
白
雪
こ
ほ
す
羽
風
哉
」（
402　
聯
188
）
四
二
 
「
嵐
山
／
見ママ
て
暮
せ
明
日
は
嵐
の
山
桜
」（
403　
聯
250
「
め
て
く
ら
せ
」）
 
「
筏
士
や
花
に
棹
さ
す
大
井
川
」（
404　
聯
210
「
大
井
川
に
て
」（
詞
書
）
 
「
か
け
初
し
心
の
し
め
や
八
重
桜
」（
405　
聯
243
「
神
前
に
て
」（
詞
書
）、「
懸
初
て
」）
 
「
於
智
恩
院
／
た
の
し
み
を
極
る
花
の
盛
哉
」（
406　
聯
209
）
 
「
於
祇
園
／
花
の
色
も
む
へ
な
る
神
の
園
生
哉
」（
407　
聯
208
「
花
の
い
ろ
む
へ
な
る
神
の
」）
 
「
於
清
水
寺
／
滝
の
音
は
花
に
落
来
て
水
も
な
し
」（
408　
聯
207
）
 
「
散
花
や
又
山
風
の
一
盛
」（
409
）
 
「
万
日
念
仏
之
場
ニ
而
／
人
と
花
迎
も
ら
さ
ぬ
色
香
哉
」
（
410　
聯
171
「
万
日
念
仏
の
座
に
て
」（
詞
書
）、「
花
に
人
」）
 
「
樹
岩
能
茂
大
徳
五
十
年
忌
／
手
向
つ
ゝ
お
も
ふ
も
花
の
台
か
な
」（
411
）
 
姉
妙
光
院
尼
死
去
。「
妙
光
院
尼
悼
／
身
や
し
は
し
残
れ
る
枝
の
花
の
露
」（
412　
聯
219
「
あ
ね
の
尼
に
成
有
け
る
に
お
く
れ
て
」（
詞
書
）、「
身
や
今
年
」）
五
月
六
日 
京
都
に
て
、
元
興
宛
に
書
簡
を
記
す
。
書
留
414
〜
416
の
句
文
中
に
あ
り
。（
個
人
蔵
）
五
月
十
九
日 
寄
合
に
て
、
八
百
年
忌
（
午
の
年
）
の
修
行
の
品
な
ど
相
談
、
行
事
は
連
歌
万
句
、
大
々
百
味
、
奉
加
帳
は
来
辰
の
年
に
出
す
な
ど
検
討
。
衆
中
に
廻
状
。（
宮
二
❷
）
六
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
六
月
九
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
六
月
廿
八
日 
松
梅
院
（
禅
覚
）
よ
り
能
順
に
御
手
洗
水
の
心
得
に
つ
い
て
お
尋
ね
あ
る
ゆ
え
、
能
順
、
御
手
洗
水
ノ
記
の
一
覧
を
借
り
る
こ
と
を
希
望
す
る
。（
宮
二
❷
）
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
414
〜
419
（
418
消
去
句
）
あ
り
。
❼
 
「
時
鳥
初
音
や
雲
井
夕
月
夜
」（
414　
聯
333
）
 
「
妙
心
寺　
大
通
院
に
て
／
柏
樹
や
爰
に
木
ふ
か
き
夏
の
庭
」（
415　
聯
487
「
禅
寺
に
し
て
」）
 
「
素
閑
居
士
十
七
回
忌　
七
月
十
六
日
取
越
／
ぬ
れ
て
つ
む
袖
や
あ
な
卯
の
花
の
露
」（
416　
聯
315
「
懐
旧
の
人
の
許
へ
」）
 
「
袖
に
風
あ
ま
る
や
松
の
下
涼
み
」（
417　
聯
456
「
や
こ
と
四
三
な
き
人
の
許
よ
り
、
嬉
し
き
事
あ
ま
た
有
つ
る
謝
礼
の
心
は
へ
に
」、「
袖
に
ふ
け
あ
ま
る
か
」）
↓
「
や
こ
と
な
き
人
」
は
霊
元
院
と
推
定
（
）
↓
聯
604
 
「
夕
立
は
か
た
へ
凉
し
き
雲
井
哉
」（
419　
聯
440
）
七
月
六
日 
「
御
手
洗
水
之
時　
七
月
六
日
／
む
す
ふ
手
や
清
く
凉
し
き
秋
の
水
（（
改
）
を
の
つ
か
ら
凉
し
く
清
し
）」（
書
留
422
）
七
月
二
十
九
日 
能
順
、
学
堂
に
て
宗
祇
忌
日
会
を
つ
と
め
る
。（
宮
二
❷
）
七
月 
霊
元
院
に
発
句
を
献
上
「
う
へ
の
お
の
こ
ま
い
り
あ
ひ
し
に
、
発
句
つ
か
ふ
ま
つ
れ
と
の
た
ま
へ
は
／
た
ち
ま
し
る
草
の
袂
も
花
野
哉
」（
聯
玉
集
604
）（
北
野
拾
葉
❷
Ｄ
）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
九
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
九
月
十
三
日 
「
十
三
夜
／
我
国
の
物
や
今
夜
の
空
の
月
」（
書
留
433　
聯
740
）
を
詠
む
。
九
月
十
七
日 
学
堂
の
会
あ
り
、
能
吟
発
句
。（
宮
二
❷
）
閏
九
月
十
六
日 
嵐
山
で
「
嵐
山
に
し
て
／
河
水
や
あ
ら
し
の
山
の
下
葉
（
マ
マ
）」
（
書
留
437　
聯
760
「
し
た
も
み
ち
」）、「
同
時
／
野
は
枯
て
薄
計
や
秋
の
風
」（
書
留
438　
聯
580
「
嵯
峨
野
に
し
て
」）、
「
帰
る
さ
に
月
を
見
て
／
月
出
て
山
の
か
ひ
あ
る
紅
葉
哉
」（
書
留
439　
聯
761
）
を
詠
む
。
 
朝
飯
後
、
寄
合
に
て
八
百
年
忌
に
つ
い
て
協
議
、
万
灯
を
と
も
す
、
七
百
年
忌
連
歌
百
韻
、
七
百
五
十
年
忌
の
発
句
は
竹
門
様
、
今
回
も
依
頼
す
る
等
。
こ
の
後
相
談
し
ば
し
ば
あ
り
。（
元
禄
十
三
年
十
一
月
二
日
の
「
か
さ
付
誹
諧
之
事
」、
十
二
月
八
日
な
ど
）。（
宮
二
❷
）
閏
九
月
十
七
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
閏
九
月
十
八
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
閏
九
月
十
九
日 
瀬
川
丹
後
守
父
子
社
参
、
松
梅
院
・
周
世
・
能
順
・
能
楽
・
能
什
出
向
。（
宮
二
）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
420
〜
439
あ
り
。
❼
 
「
下
露
や
ま
た
秋
風
の
忍
ふ
草
」（
420　
聯
614
題
「
忍
草
」、
「
し
ら
露
や
」）
 
「
清
き
瀬
や
心
の
麻
の
ゆ
ふ
祓
」（
421　
聯
468
）
 
「
天
河
今
夜
水
な
き
空
も
か
な
」（
423　
聯
518
）
 
「
自
得
能
重
大
徳
十
七
回
／
哀
お
も
ふ
秋
は
一
村
薄
か
な
」（
424
）
 
「
夕
月
夜
初
雁
近
き
雲
井
哉
」（
425　
聯
710
「
雲
ま
か
な
」）
 
「
月
出
て
雁
待
か
ほ
の
高
根
哉
」（
426　
聯
714
「
出
て
月
」）
 
「
亡
父
廟
参
之
時
／
露
は
か
り
袖
に
残
れ
る
む
か
し
哉
」
四
四
（
427　
聯
529
「
亡
父
能
舜
廟
に
ま
い
り
て
」）
 
「
薄
／
秋
風
や
打
出
る
波
の
花
薄
」（
428　
聯
577
）
 
「
中
秋
雨
天　
大
風　
夜
更
鎮
り　
月
少
見
え
た
り　
好
治
来
入
相　
か
た
ら
ひ　
夜
更
ぬ
／
も
ら
せ
雲
つ
ゝ
む
へ
き
名
か
秋
の
月
」（
429　
聯
684
）
 
「
本
多
主
殿
政
道
家
老
ニ
／
相
被
加
祝
詞
／
吹
そ
ふ
や
松
に
千
秋
の
家
風
」（
430　
聯
822
「
家
相
続
す
へ
き
人
の
祝
言
に
」）
 
「
清
水
寺
ニ
而
／
峰
の
月
滝
に
落
来
る
光
か
な
」（
431　
聯
630
「
於
清
水
寺
」）
 
「
萩
／
花
に
み
し
色
は
下
葉
の
小
萩
哉
」（
432　
聯
553
「
花
散
て
露
も
下
葉
の
」）
 
「
鵙
鳴
て
梢
の
秋
の
夕
か
な
」（
434　
聯
795
「
秋
の
木
末
の
」）
 
「
廿
一
日　
御
作
代
／
秋
は
猶
あ
り
と
や
爰
に
遅
紅
葉
」
（
435　
聯
755
）
 
「
祇
公
掛
物
開　
半
田
正
房
所
望　
言
葉
の
千
入
や
染
し
筆
跡
（（
改
）
や
千
入
に
）」（
436　
聯
783
「
祇
公
墨
蹟
開
に
」）
十
一
月
三
日 
初
雪
の
会
（
連
歌
会
）、
例
年
通
り
あ
り
、
当
人
能
覚
。
（
宮
二
❷
）
十
一
月
十
六
日 
能
悦
の
上
表
を
門
主
許
可
、
能
順
、
小
預
職
の
願
を
目
代
へ
申
し
入
れ
る
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
十
八
日 
能
順
、『
長
享
二
年
一
月
一
日
宗
祇
宗
長
両
吟
百
韻
』（
発
句
「
若
水
の
鏡
や
昨
日
雪
の
影
」）
を
写
す
。（
小
（
石
川
県
指
定
有
形
文
化
財
））
十
二
月
四
日 
能
順
ら
、
梅
松
院
に
て
寄
合
、
神
人
諸
国
へ
札
賦
の
事
を
禁
ず
る
由
を
相
談
。（
宮
二
❷
）
十
二
月
七
日 
能
順
・
能
東
・
能
観
・
松
梅
院
・
妙
蔵
院
・
徳
勝
院
・
周
世
で
、
一
乗
寺
を
尋
ね
、
山
本
大
炊
助
殿
と
対
談
、
神
人
の
件
申
し
入
れ
、
門
主
聞
届
け
る
。（
宮
二
❷
）
十
二
月
二
十
日 
西
三
条
大
納
言
（
実
教
）、
黄
金
二
枚
小
判
二
両
寄
進
。
（
宮
二
❷　
Ｇ
）
十
二
月
二
十
一
日 
西
三
条
大
納
言
に
、
能
順
の
取
り
持
ち
で
、「
神
識（職）之
勤
仕
」
と
「
連
歌
執
行
弥
無
懈
怠
相
務
申
候
助
成
」
の
た
め
使
用
と
記
載
し
た
受
取
手
形
を
渡
す
。
半
額
は
学
堂
に
寄
進
。（
宮
二
❷
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
440
〜
449
あ
り
。
❼
 
「
木
枯
の
尽
し
て
松
の
嵐
か
な
」（
440　
聯
863
「
木
枯
」）
 
「
松
風
や
爰
に
時
雨
の
相
舎
」（
441
「
是（改）も
」（
第
二
句
）　
四
五
聯
846
）
 
「
降
初
て
つ
も
ら
は
幾
世
松
の
雪
」（
442
）
 
「
ま
た
れ
来
し
遠
山
幾
重
今
朝
の
雪
」（
443　
聯
903
）
 
「
凌
き
来
し
心
ふ
か
し
や
雪
の
友
」（
444　
聯
950
「
友
の
訪
来
し
に
」）
 
「
ま
た
れ
来
て
今
そ
心
も
雪
の
友
」（
445
）
 
「
さ
夜
嵐
お
と
ろ
く
雪
の
朝
戸
哉
」（
446　
聯
910
）
 
「
雪
晴
て
月
に
雁
鳴
雲
井
哉
」（
447
「
月
晴
て
雪
に
」　
聯
920
）
 
「
行
と
来
と
先まつ
あ
ふ
春
や
年
の
内
」（
448　
聯
963
「
年
内
立
春
」）
 
「
は
し
む
と
て
し
は
し
い
さ
よ
ふ
年
も
か
な
」（
449
）
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
） 
七
十
三
歳
一
月
一
日 
歳
旦
発
句
講
ず
。（
宮
二
❷
）
一
月
三
日 
裏
白
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
一
月
廿
二
日 
学
堂
に
て
連
歌
、
能
順
坊
月
次
あ
り
。（
宮
二
❷
）
二
月
五
日 
学
堂
に
て
、
明
日
の
予
定
の
連
歌
今
日
あ
り
。（
宮
二
❷
）
二
月
二
十
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
450
〜
459
あ
り
。
❼
 
「
此
国
や
光
和
く
日
の
は
し
め
」（
450　
聯
21
）
 
「
若
菜
／
梅
か
香
の
若
菜
に
匂
ふ
袂
か
な
」（
451　
聯
43
）
 
「
淡
雪
や
柳
の
糸
の
か
た
結
ひ
」（
452　
聯
100
）
 
本
多
政
長
（
加
賀
藩
家
老
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
〜
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
七
十
の
賀
に
発
句
を
詠
む
。
 
「
本
多
安
房
守
政
長
□
／
杖
国
の
年
を
祝
て
／
千
年
を
も
経
よ
七
か
へ
り
老
の
春
」（
453　
聯
284
「
本
多
政
長
朝
臣
の
七
十
に
成
給
ふ
年
の
賀
に
、
鳩
の
杖
に
添
奉
り
て
」）
 
「
横
山
外
記
氏
従
七
十
の
齢
を
賀
し
て
／
ま
れ
に
猶
あ
ひ
み
よ
松
の
花
の
春
」（
454　
聯
285
「
横
山
氏
従
の
七
十
の
賀
に
」「
老
の
は
る
」）
 
「
光（マ
マ
）韶
卿
ニ
而
／
見
る
の
み
に
心
は
花
の
色
も
な
し
」（
455　
聯
160
）
 
「
雨
晴
て
夕
を
か
へ
す
春
日
哉
」（
456　
聯
287
）
 
「
花
の
色
に
か
く
ろ
ひ
行
か
今
朝
の
月
」（
457　
聯
143
）
 
「
桜
色
の
風
青
み
行
梢
哉
」（
458　
聯
229
）
 
「
藤
波
の
越
る
や
春
の
末
の
松
」（
459　
聯
274
）
五
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
六
月
九
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
五
月
十
四
日 
能
順
の
仲
介
に
よ
り
『
岷
江
入
楚
』
を
北
野
学
堂
で
購
入
四
六
す
る
こ
と
を
計
画
、
同
年
七
月
九
日
に
購
入
を
終
え
る
。
（
宮
二
❷
Ｂ
）
六
月
二
十
六
日 
学
堂
の
会
（
六
日
の
会
が
延
引
）
あ
り
。（
宮
二
❷
）
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
460
〜
467
句
あ
り
。
❼
 
「
後
藤
勘
兵
衛
庭
を
み
て
／
山
吹
や
け
に
言
葉
も
岩
つ
ゝ
し
」（
460
）
 
「
相
国
寺
縁
西
堂
慈
照
院
対
馬
餞
別
／
別
る
と
も
月
日
そ
早
き
後
の
春
」（
461
）
 
「
今
日
の
み
や
春
の
初
音
の
子
規
」（
462
）
 
「
問
と
は
す
手
枕
う
と
し
郭
公
」（
463　
聯
356
「
歓
生
と
両
吟
に
」）
 
「
鵑
老
の
さ
ち
な
る
寝
覚
哉
」（
464
）
 
「
樋
口
永
甫
ニ
而
加
州
衆
茶
湯
／
五
月
雨
の
古
事
か
た
れ
相
舎
」（
465　
聯
388
「
相
や
と
り
せ
し
事
侍
て
」「
な
か
き
日
か
た
れ
」）
 
「
前
田
清
八
直
忠
悼
／
お
し
め
は
や
短
き
人
の
夜
半
の
月
」（
466　
聯
398
「
前
田
直
忠
身
ま
か
り
給
ふ
悼
に
」）
 
「
月
を
待
夕
や
雲
の
下
凉
み
」（
467　
聯
459
）
 
「
春
は
お
し
み
秋
は
ま
た
れ
て
夏
も
な
し
」（
468　
聯
466
「
春
を
お
し
み
」）
 
「
茅
の
輪
を
も
越
る
や
幾
瀬
老
の
波
」（
469
（
改
）
越
し
）　
聯
467
題
「
御
祓
」）
七
月
一
日 
立
秋
の
発
句
。「
立
秋
／
秋
と
い
へ
は
月
待
初
る
夕
か
な
」（
470　
聯
512
題
「
七
月
朔
日
」）
七
月
七
日 
七
夕
に
発
句
。「
七
夕
／
月
も
あ
れ
と
今
夜
は
星
の
光
哉
」（
471　
聯
513
）
七
月
十
九
日 
学
堂
連
歌
（
六
日
の
会
が
延
引
）
あ
り
。（
宮
二
❷
）
七
月
二
十
三
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
七
月
二
十
九
日 
宗
祇
弔
之
会
、
学
堂
に
て
あ
り
。（
宮
二
❷　
棚
町
❷
の
翻
刻
は
「
宗
祇
弔
之
会
」
宮
二
は
「
宗
祇
吊
之
会
」
だ
が
、
❷
に
依
る
。）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
八
月
八
日 
能
順
亡
父
能
舜
の
六
十
年
忌
。
能
順
、
発
句
を
詠
む
。
「
八
月
八
日　
亡
父
能
舜
大
徳
六
十
年
忌
／
し
た
ひ
み
る
程
や
雲
井
の
西
の
月
」（
書
留
472
）
八
月
十
五
日 
発
句
「
久
か
た
の
中
の
一
木
や
花
盛
」（
473　
聯
694
）
八
月
廿
五
日 
能
順
・
能
也
・
能
玉
が
所
司
代
並
び
に
町
奉
行
衆
に
遷
宮
の
首
尾
順
調
で
あ
る
こ
と
を
報
告
。（
宮
二
❷
）
九
月
六
日 
能
順
、
万
句
の
巻
頭
の
会
を
開
く
。
風
早
中
納
言
実
種
、
同
子
息
中
将
殿
（
公
寛
）、
西
洞
院
宰
相
（
時
成
）
出
四
七
座
。
能
順
脇
に
出
座
。（
宮
二 
棚
町
❷
⑨　
）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
「
お
も
へ
と
も
今
夜
は
あ
や
し
秋
の
月
」（
474　
聯
688
）
あ
り
。
十
一
月
二
日 
仮
遷
宮
に
立
願
、
嘉
儀
の
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
二
十
日 
初
雪
の
会
あ
り
、
当
人
能
林
。（
宮
二
❷
）
十
二
月
八
日 
来
春
の
遷
宮
に
関
し
て
松
梅
院
か
ら
妙
蔵
院
、
玉
勝
院
、
徳
勝
院
、
目
代
、
年
預
に
呼
び
出
し
あ
り
。（
宮
二
）
 
常
久
・
能
玉
、
松
梅
院
へ
笠
付
誹
諧
の
こ
と
で
参
る
。
「
天
神
御
年
忌
絵
馬
寄
進
ニ
付
か
さ
付
宿
坊
并
施
主
」
と
あ
る
板
に
関
し
、
何
も
知
ら
な
い
と
弁
明
す
る
。（
宮
二
❷
）
十
二
月
九
日 
稲
波
左
近
か
ら
能
什
に
、
天
満
宮
御
忌
に
あ
た
り
笠
付
誹
諧
と
そ
の
絵
馬
が
方
々
あ
る
と
報
告
、
公
儀
に
詮
議
を
願
う
旨
、
口
上
を
考
え
る
。（
宮
二
❷
）
十
二
月
二
十
日 
能
山
、
旦
方
か
ら
誹
諧
の
絵
馬
を
か
け
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
誹
諧
に
つ
い
て
穿
鑿
さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
り
、
受
け
取
ら
な
か
っ
た
と
言
う
。（
宮
二
❷
）
十
二
月
二
十
五
日 
能
順
、
霊
元
院
に
梅
花
の
硯
を
下
賜
さ
れ
る
。（
❷
に
北
野
拾
葉　
Ｄ　
石
歴
展
（
71
梅
花
硯
、
74
能
順
発
句
懐
紙
）
 
「
元
禄
十
三
年
朧
月
廿
五
日
、
従
上
皇
長
生
の
寿
を
憐
み
思
召
て
、
梅
花
硯
と
い
ふ
御
硯
に
、
綿
二
屯
賜
る
、
翌
廿
六
日
立
春
な
り
け
れ
は　
年
の
う
ち
の
春
日
か
し
こ
き
光
か
な
」（
聯
玉
集
965
）
 
「
庚
辰
十
二
月
廿
五
日　
従　
仙
洞
様
唐
大
御
硯
并
御
綿
拝
領
」（
書
留
478
）
十
二
月
二
十
八
日 
硯
拝
領
後
の
立
春
に
発
句
「
年
の
う
ち
の
春
日
か
し
こ
き
光
か
な
」、
歳
旦
発
句
「
今
朝
し
る
や
筆
の
海
よ
り
春
の
水
」
を
献
上
す
る
。「
同
廿
八
日　
立
春
ニ
献
上
／
年
の
内
の
春
日
か
し
こ
き
光
哉
」（
書
留
478
）、「
今
朝
知
や
筆
の
海
よ
り
春
の
水
（
改
）
知
や
今
朝
取
筆
の
海
春
の
水
」
（
書
留
479
）、「
従
仙
洞
恩
賜
の
硯
の
心
を
／
今
朝
知
や
筆
の
海
よ
り
春
の
水
」（
聯
22
）（「
能
順
発
句
小
懐
紙
（
能
順
自
筆
）」（
小
）
石
歴
展
74　
聯
玉
集
965
、
22
Ｃ
⑨
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
475
〜
477
あ
り
。
❼
 
「
仮
遷
宮
の
時
／
う
つ
り
ま
す
影
や
榊
葉
の
今
朝
の
月
」
（
475
）
 
「
寝
覚
に
／
明
日
待
寝
覚
は
つ
か
し
さ
夜
時
雨
」（
476　
聯
839
）
 
「
松
梅
院
禅
珍
遠
忌
／
し
の
ふ
世
や
雪
と
し
つ
も
る
夕
四
八
詠
」（
477
）
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
） 
七
十
四
歳　
能
順
預
一
月
一
日 
発
句
披
講
。（
宮
二
❷
）
一
月
三
日 
松
梅
院
に
て
裏
白
の
会
（
連
歌
）
あ
り
。（
宮
二
❷
）
一
月
十
一
日 
御
講
（
天
神
講
）
あ
り
。
当
人
能
順
。（
宮
二
❷
）
二
月
二
十
四
日 
御
忌
日
会
の
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
発
句
「
二
月
廿
四
日
／
花
の
香
は
目
に
み
え
ぬ
神
の
真
か
な
」（
書
留
485
）
三
月
十
八
日 
正
遷
宮
亥
刻
に
あ
り
。（
宮
二
❷
）
発
句
「
正
遷
宮
／
花
清
し
う
つ
り
ま
す
覧
神
慮
」（
490　
聯
145
「
天
神
遷
宮
に
」）
三
月
十
九
日 
末
社
遷
宮
酉
の
上
刻
に
あ
り
。（
宮
二
）
三
月
二
十
日 
御
旅
所
・
紅
梅
殿
・
神
明
遷
宮
酉
の
上
刻
に
あ
り
。
 
田
中
主
馬
、
北
野
に
参
り
、
酉
の
上
刻
、
祠
官
・
小
預
・
能
順
坊
・
能
東
坊
・
能
観
坊
・
常
円
坊
拝
殿
に
着
座
す
る
。
巳
の
下
刻
小
預
、
能
順
坊
・
能
東
坊
・
能
観
坊
ら
内
陣
に
参
る
。
終
了
後
夏
堂
に
て
預
・
能
順
坊
・
能
観
坊
・
能
什
・
能
通
・
能
玉
ら
酒
宴
。（
宮
二
）
三
月
二
十
一
日 
一
乗
寺
に
能
順
・
能
也
が
参
る
。（
宮
二
）
三
月
二
十
九
日 
寄
合
に
て
、
御
遷
宮
之
刻
立
願
千
句
并
百
句
、
発
句
は
上
座
十
人
よ
り
出
詠
あ
る
べ
き
と
定
む
。（
宮
二
❷
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
480
〜
492
あ
り
。
❼
 
「
お
ほ
ろ
夜
を
先
三
ヶ
月
の
雲
井
哉
」（
480　
聯
141
）
 
「
梅
散
て
草
か
く
は
し
き
垣
根
哉
」（
481　
聯
44
「
草
か
う
は
し
き
」）
 
「
青
柳
に
吹
す
は
春
の
風
も
な
し
」（
482　
聯
104
）
 
「
風
早
前
中
納
言
実
種
卿
七
十
ノ
賀
／
経
て
も
へ
よ
猶
ま
ん
〳
〵
の
年
の
春
」（
483
）
 
「
鶯
の
音
は
笛
竹
の
籬
か
な
」（
484
「（
改
）
鶯
を
」　
聯
89
）
 
「
千
句
第
一
／
梅
か
香
や
仰
け
は
天
津
春
の
風
」（
348　
聯
52
元
禄
八
年
に
既
出
）
 
「
竜
安
寺
大
珠
院
忠
首
座
／
住
寺
祝
詞
／
松
の
花
爰
に
こ
そ
見
め
寺
の
春
」（
486
）
 
「
同
所
ニ
而　
水
辺
花
／
底
み
え
て
水
影
ふ
か
し
花
の
色
」（
487　
聯
157
「
水
景
清
し
」）
 
「
同　
雨
中
花
／
花
の
色
の
夕
栄
久
し
春
の
雨
」（
488　
聯
180
）
 
「
勘
解
由
小
路
三
位
殿
の
家
に
／
柳
糸
桜
な
ら
へ
て
被
栽
た
る
／
花
の
盛
に
風
早
中
納
言
殿
／
御
所
望
／
く
み
す
る
や
と
も
に
柳
の
糸
桜
」（
489
）
四
九
 
「
八
重
桜
／
咲
お
も
れ
枝
は
折
と
も
八
重
桜
」（
491　
聯
242
）
 
「
越
中
高
岡　
渋
屋
六
右
衛
門
周
方
／
興
行
／
行
名
残
都
を
お
も
ふ
春
も
か
な
」
 
（
491　
聯
281
「
京
都
に
て
田
舎
人
の
興
行
に
」「
み
や
こ
思
は
ん
」）
四
月
四
日 
預
能
順
坊
、
節
の
振
舞
あ
り
。（
宮
二
❷
）
四
月
十
二
日
前
後 
紹
巴
百
回
忌
の
発
句
を
な
す
（
山
『
連
歌
集
』（1648
）
。
紹
巴
は
、
慶
長
七
年
（1602
）
四
月
十
二
日
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
通
例
な
ら
ば
元
禄
十
四
年
の
こ
の
日
が
百
回
忌
と
な
る
。「
紹
巴
百
年
忌
に
／
か
た
れ
世
を
お
も
ふ
古
声
反
魂
」（
聯
370
）
四
月
二
十
日 
能
順
の
万
句
あ
り
。（
宮
二
❷
）
六
月
九
日 
連
歌
あ
り
。
能
徳
瀕
死
の
状
況
に
て
学
堂
で
行
な
い
が
た
く
、
能
也
宅
で
行
う
（
宮
二
❷
）
六
月
十
六
日 
徳
勝
院
婚
礼
に
つ
き
、
祝
儀
の
御
酒
振
舞
に
、
能
順
以
下
四
十
人
参
る
。（
宮
二
）
六
月
二
十
日 
二
十
七
日
開
催
の
千
句
の
題
、
二
十
六
日
の
習
礼
の
書
付
を
廻
す
。（
宮
二
❷
）
六
月
二
十
六
日 
明
日
の
千
句
の
習
礼
あ
り
。（
宮
二
❷
）
六
月
二
十
七
日 
能
也
・
能
林
両
宅
に
て
千
句
あ
り
。
能
順
・
能
吉
・
能
也
・
能
什
・
随
林
・
能
通
・
能
玉
・
能
貨
・
能
松
・
能
山
・
随
信
・
能
東
・
常
円
・
常
久
・
常
省
・
随
恩
・
能
林
・
能
範
・
常
能
・
能
暦
・
随
碩
・
能
恵
・
常
祝
。（
宮
二
❷
）
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
493
〜
497
あ
り
。
❼
 
「
勘
解
由
小
路
三
位
殿
ニ
而
／
つ
れ
な
し
や
お
も
ひ
捨
れ
と
時
鳥
」（
493　
聯
353
）
 
「
徒
に
雨
な
過
し
そ
子
規
」（
494　
聯
320
）
 
「
玄
道
所
望
当
座
／
村
雨
の
ふ
り
は
へ
来
な
け
子
規
」（
495　
聯
322
「
ふ
り
は
へ
て
な
け
」）
 
「
樋
口
永
甫
方
に
而
一
折
に
／
名
残
と
や
か
ほ
る
風
吹
梅
雨
」（
496　
聯
391
）
 
「
雲
峰
／
白
雪
の
あ
や
し
き
峰
や
夏
の
雲
」（
497
（
改
）
「
花
白
く
」）　
聯
506
）
七
月
二
十
二
日 
上
表
預
法
橋
能
悦
死
去
。（
宮
二
）
七
月
二
十
六
日
（
〜
三
十
日
）
宗
祇
弐
百
年
遠
忌
之
千
句
を
能
東
坊
執
行
。
（
宮
二
❷
）
 
追
善
千
句
二
度
あ
り
、
第
一
の
千
句
は
能
順
が
第
一
百
韻
の
発
句
、
能
東
が
第
十
百
韻
発
句
、
宮
仕
記
録
に
残
る
こ
五
〇
の
日
の
千
句
、
す
な
わ
ち
第
二
の
千
句
は
、
能
東
が
第
一
百
韻
の
発
句
、
能
順
が
第
十
百
韻
の
発
句
を
な
す
。（『
待
か
ひ
千
句 
北
野
千
句
』（
史
（
藤
）
末
尾
追
記
そ
の
他
に
よ
る
。）
 
◯
第
一
千
句
第
一
百
韻
発
句
「
名
高
し
や
あ
ふ
け
は
空
に
秋
の
月
」（
能
順
）
 
第
一
の
千
句
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、『
元
禄
十
一
年
七
月
十
五
日
千
句
』（
Ｊ
所
在
未
詳
）
が
あ
り
、
小
松
天
満
宮
蔵
『
元
禄
十
一
年 
北
野
千
句
』
に
は
「
元
禄
十
一
年
七
月
興
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
由
（
Ｈ
）。
そ
の
他
、「
元
禄
十
一
年
寅
年
三
月
十
五
日
」
の
興
行
と
す
る
国
会
図
書
館
連
歌
叢
書
本
（
貴
重
書
わ911.2 ‒11
）
及
び
明
星
大
学
本
が
あ
る
。
 
「
祇
公
二
百
年
忌
手
向
の
千
句
第
一
に
／
名
高
し
や
あ
ふ
け
は
空
に
秋
の
月
」（
聯
696
）
 
◯
第
二
千
句
第
十
百
韻
発
句
「
世
々
に
経
る
玉
の
光
や
菊
の
露
」（
能
順
）
 
「
此
次
に
能
東
巻
頭
発
句
ニ
て
又
千
句
有
 
其
発
句
ニ
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
東
 
　
朝
顏
の
盛
ハ
人
の
を
し
へ
哉
 
巻
軸
ハ
能
順
也
其
発
句
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
順
 
　
世
〻
を
ふ
る
玉
の
光
や
菊
の
露　
　
」
 
（
史
（
藤
）『
待
か
ひ
千
句 
北
野
千
句
』
末
尾
追
記
）　
 
「　
　
元
禄
十
四
巳
天
七
月
廿
九
日
は
、
祇
公
二
百
年
忌
 
　
　
 
手
向
の
千
句
に
 
　
世
々
に
経
る
玉
の
光
や
菊
の
露　
　
」（
聯
732
）
 
「　
　
祇
公
二
百
年　
千
句
巻
軸
 
　
世
々
を
ふ
る
玉
の
光
や
菊
の
露　
　
」（
書
留
499
❼
）
 
※
能
順
が
第
一
百
韻
の
発
句
を
な
す
、
第
一
の
千
句
を
、
元
禄
十
一
年
七
月
に
宗
祇
画
像
の
制
作
と
共
に
能
順
主
導
で
行
い
、
元
禄
十
四
年
に
は
、
改
め
て
能
東
が
第
一
百
韻
の
発
句
を
な
す
、
第
二
の
千
句
を
行
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
二
❷
）
八
月
十
五
日 
「
十
五
日
雨
」。（
宮
二
）
 
能
順
発
句
「
中
秋
／
雨
に
月
待
も
明
さ
ん
今
夜
哉
」（
書
留
501
❼
）
を
詠
む
。
八
月
二
十
一
日 
能
順
、
勘
解
由
小
路
三
位
韶
光
卿
息
、
千
世
丸
殿
の
追
善
五
一
供
養
の
発
句
を
詠
む
。
 
「
勘
解
由
小
路
三
位
光下
韶上
卿
息
／
千
世
丸
殿
追
薦　
八
月
廿
一
日
忌
日
／
白
玉
や
砕
て
袖
の
上
の
露
」（
書
留
504
）
八
月
二
十
七
日 
能
順
、
能
悦
五
七
日
の
手
向
の
句
を
詠
む
。「
能
悦
五
七
日
手
向
／
色
そ
な
き
し
ほ
る
ゝ
袖
の
手
向
種
」（
書
留
503
❼　
聯
611
「
懐
旧
」・
817
「
悼
に
」
重
出
）
九
月
十
三
日 
能
順
、
寝
覚
め
に
秋
の
雨
夜
を
詠
む
。「
十
三
夜
寝
覚
ニ
秋
の
雨
夜
の
心
を
／
月
も
よ
し
お
も
は
し
秋
の
夜
の
雨
」
（
書
留
507
❼
）
九
月
十
四
日 
寄
合
に
て
衆
中
興
行
万
句
の
相
談
あ
り
。（
宮
二
❷
）
九
月
二
十
八
日 
寄
合
に
て
万
句
の
題
を
配
る
。（
宮
二
❷
）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
498
〜
507
（
506
は
取
消
句
）
あ
り
。
❼
 
「
初
秋
風
／
荻
の
葉
に
う
つ
れ
は
か
は
る
扇
哉
」（
498　
聯
588
題
「
荻
」）
 
「
好
治
に
て
一
折
に
／
一
本
に
み
る
や
千
種
の
花
薄
／
此
心
前
に
も
有
之　
失
念
如
此
」（
500　
聯
608
「
秋
の
か
せ
」）
 
「
あ
ら
は
れ
ぬ
又
紅
葉
に
も
初
桜
／
太
山
木
の
其
梢
と
も
分
ね
と
も
桜
は
花
に
顕
れ
に
け
り
」（
502　
聯
754
（
句
の
み
）
 
「
越
中
高
岡　
吉
野
家
六
右
衛
門
之
春
興
行
／
わ
た
れ
雁
い
か
に
海
山
越
の
秋
」（
505　
聯
713
「
お
な
し
く
の
ほ
り
し
人
の
興
行
に
」「
か
た
れ
雁
」）
十
月
十
九
日 
三
条
西
実
教
の
追
善
供
養
の
発
句
を
詠
む
。「
西
三
条
殿
前
大
納
言
実
教
卿
／
追
薦
十
月
十
九
日
忌
日
也
／
い
へ
は
え
に
言
葉
枯
し
歎
か
な
」（
書
留
508
❼　
聯
874
「
三
条
西
殿
か
く
れ
ま
し
ま
す
時
」「
言
の
葉
枯
る
歎
き
哉
」）
十
一
月
五
日 
万
句
巻
頭
鷹
司
左
府
（
兼
熙
）
発
句
、
能
東
よ
り
披
露
あ
り
。
能
東
一
人
で
鷹
司
左
府
、
九
条
内
府
（
輔
実
）、
二
条
大
将
（
綱
平
）
の
発
句
を
拝
領
、
後
代
の
佳
例
、
衆
中
の
面
目
な
り
。
そ
の
他
、
御
三
家
の
諸
太
夫
衆
残
ら
ず
発
句
を
献
ず
、
能
順
、
能
東
の
世
話
で
公
家
衆
も
多
く
発
句
を
献
ず
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
七
日 
先
日
の
万
句
発
句
を
奉
備
。（
宮
二
❷
）
十
一
月
二
十
三
日 
北
野
天
満
宮
に
て
天
神
八
百
年
忌
連
歌
（「
万
句
之
内
」）
を
宮
仕
ら
が
奉
納
（
能
順
、
懐
紙
を
清
書
）。（
石
歴
展
78
『
八
百
年
忌
奉
納
連
歌
（
万
句
之
内
）』）
十
二
月
七
日 
万
句
習
礼
あ
り
。（
宮
三
❸
）
十
二
月
十
二
日 
万
句
会
が
行
わ
れ
る
。（
宮
三
❸
）
十
二
月
二
十
五
日 
藤
原
（
勘
解
由
小
路
）
韶
光
、
能
順
の
求
め
に
応
じ
て
五
二
「
梅
花
硯
之
記
」
を
著
す
。（
小
石
歴
展
72
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
509
あ
り
。
❼
 
「
吹
暮
ぬ
明
日
の
初
雪
松
の
風
」（
509　
聯
911
）
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
） 
七
十
五
歳
正
月 
発
句
「
あ
ら
玉
の
年
の
を
ゆ
ら
く
朝
か
な
」（
書
留
510　
❼
）
を
詠
む
。
一
月
一
日 
歳
旦
披
露
あ
り
。（
宮
三
❸
）
一
月
三
日 
裏
白
連
歌
あ
り
。（
宮
三
❸
）
一
月
二
十
四
日 
松
梅
院
よ
り
、
十
左
衛
門
と
い
う
医
師
の
子
よ
り
希
望
の
あ
っ
た
、「
天
神
十
号
の
大
事
」
な
る
物
の
版
行
と
御
忌
会
で
の
頒
布
は
不
許
可
の
旨
、
能
通
に
伝
え
る
。（
宮
三
❸
）
一
月
二
十
五
日 
松
梅
院
の
左
近
と
能
通
が
相
談
、
こ
の
度
の
御
忌
会
に
関
し
て
の
通
知
は
、
能
通
よ
り
ま
と
め
て
出
す
、
行
事
多
く
、
神
供
連
歌
会
等
毎
日
と
一
社
中
に
書
き
や
る
こ
と
と
す
る
。（
宮
三
❸
）
一
月
二
十
八
日 
桑
原
三
位
（
長
義
）、
仙
洞
の
使
い
に
て
、
松（
禅
覚
）
梅
院
と
能
順
に
申
し
渡
し
あ
り
。（
宮
三
❸
）
二
月
一
日 
大
々
神
供
万
灯
明
等
、
預
能
順
が
勤
め
る
。（
宮
三
❸
）
二
月
五
日 
仙（霊元
院
）洞御
祈
の
御
連
歌
、
松
梅
院
に
て
開
始
。（
宮
三
❸
）
二
月
六
日 
松
梅
院
に
て
昨
日
の
会
あ
り
。（
宮
三
❸
）
二
月
十
五
日 
「
北
野
天
満
宮
八
百
年
忌
一
巡
」
連
歌
あ
り
。「
作
者
能
順
以
下
禅
覚
・
能
東
等
十
四
人
。
仙
洞
の
詔
に
よ
り
て
張
行
し
た
も
の
。」（
Ｊ
）
後
水
尾
院
へ
法
楽
連
歌
発
句
を
献
上
。
こ
の
百
韻
の
発
句
は
複
数
残
存
す
る
。
 
発
句
「
広
前
の
手
向
は
花
の
千
枝
哉
」（
石
歴 
石
歴
展
84
）、（
発
句
短
冊
（
小
）、
聯
159
）、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
能
順
連
歌
発
句
幅
（「
元
禄
十
五
年
二
月
日
」）、『
元
禄
十
五
年
二
月
十
七ママ
日
賦
何
路
連
歌
』（
発
句
「
広
前
の
手
向
は
花
の
千
枝　
哉
」（
能
順
）
高
（
歴
博
高
松
宮
本
H
600 ‒1608 ‒03
メ
函 178
）
 
「
元
禄
十
五
年
二
月
十
五
日
、
た
れ
か
れ
に
仙
洞
御
法
楽
の
連
歌
百
韻
つ
か
ふ
ま
つ
れ
と
勅
定
の
時
発
句
／
広
前
の
手
向
は
花
の
千
枝
哉
」（
聯
159
）
二
月
吉
日 
八
百
年
忌
万
句
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
か
な
り
完
成
か
。
 
能
順
は
前
田
綱
紀
の
代
作
「
此
神
の
守
手
向
や
梅
の
は
な
」（
聯
50　
）「
梅
か
香
や
世
々
の
松
風
神
の
庭
」
（
聯
51
）
を
詠
む
。
ま
た
、
同
じ
時
の
一
日
千
句
の
第
一
百
韻
発
句
「
梅
か
香
や
世
々
の
松
風
神
の
庭
」（
聯
52　
五
三
た
だ
し
、
元
禄
八
年
既
出
）
も
あ
る
。『
能
順
・
快
全
・
観
生
等
連
歌
書
留
』（
小
）、『
相
良
頼
喬
張
行
北
野
天
満
宮
千
句
連
歌
』（
第
三
百
韻
発
句
能
順
「
花
の
色
に
風
も
た
む
く
る
朝
霞
」
等
）（
早
）、『
元
禄
十
五
年
北
野
天
満
宮
八
百
年
御
忌
御
手
向
万
句
□
第
三
迄
并
ニ
小
松
御
宮
江
御
寄
進
之
千
句
発
句
共
』（
小
）
）
二
月
二
十
五
日 
前
田
綱
紀
よ
り
菅
公
八
百
年
祭
に
よ
り
北
野
天
満
宮
に
太
刀
奉
納
あ
り
。（
前
田
家
雑
録
・
加
藩
諸
事
雑
記
（
加
藩
史
）
）
二
月
二
十
五
日
に
代
参
が
加
賀
よ
り
上
京
。
（
宮
三
）
二
月
二
十
八
日 
花
の
会
（
連
歌
会
）
あ
り
、
当
人
随
林
。（
宮
三
）
三
月
二
十
四
日 
松
平
加
賀
守
（
前
田
綱
紀
）
よ
り
御
寄
進
の
太
刀
、
内
陣
へ
奉
納
。
奉
納
の
際
、
松
梅
院
と
共
に
、
能
順
も
内
陣
に
入
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
。（
宮
三
❸　
石
歴
展
46
）
三
月
二
十
六
日 
寄
合
に
て
、
能
順
の
願
い
二
カ
条
あ
り
。（
宮
三
）
三
月
二
十
八
日 
花
の
会
（
連
歌
会
）、
当
人
随
林
。（
宮
三
❸
）
四
月
一
日 
御
寺
務
様
（
曼
殊
院
良
応
）、
天
満
宮
御
忌
の
発
句
懐
紙
を
献
上
。（
宮
三
❸
）
四
月
七
日 
預
坊
（
能
順
）、
学
堂
を
借
り
、
家
を
建
て
た
い
と
希
望
す
る
。（
宮
三
❸
）
四
月
二
十
七
日 
学
堂
普
請
願
を
公
儀
へ
提
出
。（
宮
三
❸
）
五
月
十
一
日 
学
堂
能
俔
坊
の
居
宅
を
能
泉
の
南
に
引
き
移
し
、
能
順
の
居
宅
を
構
え
る
工
事
が
開
始
さ
れ
る
。（
宮
三
❸
）
五
月
十
三
日 
預
上
表
之
願
を
目
代
に
提
出
す
る
。（
宮
三
❸
）
五
月
二
十
三
日 
門
主
よ
り
預
上
表
に
関
し
て
「
先
相
勤
候
様
に
」
と
の
答
に
て
却
下
。（
宮
三
）
五
月
二
十
四
日 
御
縁
起
流
出
と
、
本
屋
横
井
長
兵
衛
に
よ
る
無
許
可
の
板
行
の
件
に
つ
き
、
興
善
院
良
勝
（
元
禄
十
一
年
八
月
五
日
に
、
能
順
か
ら
学
堂
に
寄
進
し
た
宗
祇
画
像
の
筆
者
）
が
、
宮
仕
能
什
宅
を
来
訪
、
良
勝
師
興
善
院
良
淳
が
宮
仕
能
愛
に
写
さ
せ
た
本
を
所
持
し
た
事
情
を
説
明
す
る
。
（
宮
三
）
五
月
二
十
六
日 
歓
生
の
父
の
三
十
三
回
忌
に
て
、
歓
生
が
懐
旧
の
『
独
吟
何
路
百
韻
』（
小
）
を
詠
み
、
能
順
が
点
を
付
す
。（
）
六
月
九
日 
能
什
宅
に
て
連
歌
興
行
。
連
衆
七
十
七
人
。（
宮
三
❸
）
六
月
二
十
四
日 
目
代
よ
り
伝
言
、
経
堂
願
成
寺
に
対
す
る
能
梅
の
借
銀
に
関
し
、
衆
中
よ
り
能
順
へ
、
返
済
し
手
形
を
取
り
戻
さ
せ
る
よ
う
に
と
促
す
。
こ
の
時
期
能
順
は
京
に
滞
在
（「
能
順
も
幸
此
方
ニ
被
ゐ
事
ニ
候
間
」）。
能
梅
は
、
能
順
の
甥
（『
沙
汰
承
仕
家
系
同
別
家
之
図
』（
北
）
石
歴
展
77
）。
な
五
四
お
、
能
梅
は
「
少
つ
ゝ
ニ
て
も
納
所
可
仕
由
」
申
す
（
七
月
六
日
条
）
も
、
返
済
で
き
ず
、
能
順
よ
り
六
十
目
を
や
り
、
借
状
を
返
済
さ
せ
る
（
八
月
二
十
八
日
条
）。（
宮
三
❸
）
夏 
新
築
の
家
で
連
歌
発
句
を
詠
む
。「
脩
竹
斎
新
造
／
か
り
の
宿
た
の
し
め
松
の
下
涼
み
」（
書
留
511
❼　
聯
463
「
七
十
に
成
け
る
人
の
新
宅
に
て
」）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
興
行
あ
り
。（
宮
三
❸
）
八
月
十
五
日 
半
陰
雨
折
々
、
月
ノ
会
如
例
、
当
人
常
室
。（
宮
三
）
 
能
順
、
三
吟
連
歌
あ
り
。「
名
月
／
た
ゝ
今
夜
老
の
僻
目
の
月
も
な
し
」（
書
留
512　
聯
697
「
快
全
・
好
澄
三
吟
に
」）
 
な
お
、
こ
の
年
、
九
月
十
三
日
も
雨
（
宮
三
）。
↓
こ
の
発
句
の
百
韻
と
し
て
・
小
松
天
満
宮
に
元
禄
八（マ
マ
）年
八
月
十
五
日
張
行
の
能
順
・
快
全
両
吟
百
韻
が
存
す
る
。（
p26
）
八
月
二
十
日 
能
順
、
能
東
、
能
観
、
常
久
、
随
林
、
能
通
、
寄
合
に
て
学
堂
文
庫
の
あ
り
よ
う
を
検
討
す
る
。（
宮
三
❸
）
閏
八
月
八
日 
本
年
春
の
天
満
宮
八
百
年
忌
に
際
し
て
の
御
祈
禱
礼
状
が
前
田
備
前
よ
り
能
順
に
届
く
。
閏
八
月
九
日 
寄
合
に
て
、
学
堂
文
庫
建
立
の
相
談
。
学
堂
は
能
順
造
作
ゆ
え
に
、
今
ま
で
出
入
り
を
断
ら
ず
に
き
た
が
、
今
回
は
断
る
と
の
評
議
あ
り
。
こ
の
の
ち
文
庫
普
請
小
屋
を
造
り
閏
八
月
二
十
日
よ
り
造
り
始
め
、
十
月
六
日
に
上
棟
、
翌
年
九
月
十
六
日
完
成
、
届
出
と
な
る
。（
宮
三
❸
）
 
同
日
、
鷹
司
左
府
よ
り
、「
昨
年
之
万
句
」（「
昨
年
万
句
」
と
も
）
の
写
し
の
所
望
あ
り
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
、
発
句
詠
者
に
分
配
す
る
な
ど
し
て
宮
仕
が
書
写
を
続
け
る
。（
宮
三
❸
）
閏
八
月
十
八
日 
万
句
清
書
あ
り
。（
宮
三
❸
）
閏
八
月
二
十
三
日 
万
句
清
書
あ
り
。（
宮
三
❸
）
閏
八
月
二
十
六
日 
万
句
清
書
今
日
仕
廻
な
り
。（
宮
三
❸
）
九
月
七
日 
鷹
司
左
府
へ
差
し
上
げ
る
万
句
写
本
の
表
紙
、
能
貨
に
依
頼
。（
宮
三
❸
）
 
奉
納
万
句
、
発
句
衆
に
百
句
ず
つ
分
配
、
清
書
あ
り
。
（
宮
三
❸
）
 
能
順
が
今
月
北
国
下
向
す
る
と
の
噂
に
つ
い
て
、
預
上
表
以
前
の
他
国
下
向
は
、
小
預
十
六
、
七
代
の
う
ち
に
も
例
が
無
い
こ
と
で
、
こ
の
度
の
北
国
下
向
は
無
用
が
相
当
で
あ
る
と
の
寄
合
評
議
の
決
定
あ
り
。（
宮
三
❸
）
九
月
二
十
四
日 
能
順
の
預
上
表
の
願
、
衆
中
よ
り
目
代
に
つ
か
わ
す
。
（
宮
三
❸
）
五
五
九
月
三
十
日 
「
九
月
尽
／
心
行
秋
の
限
の
ゆ
ふ
へ
か
な
」（
書
留
514　
聯
768
題
「
暮
秋
」）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
512
〜
514
あ
り
。
❼
 
「
一
村
や
秋
の
千
草
の
花
薄
」（
書
留
513　
聯
574
題
「
薄
」）
十
月
六
日 
学
堂
文
庫
上
棟
。（
宮
三
❸
）
十
月
十
七
日 
能
順
の
預
上
表
の
願
、
老
衰
の
理
由
ゆ
え
、
門
主
よ
り
許
容
あ
り
。（
宮
三
❸
）
十
月
三
十
日 
初
雪
、
当
人
能
通
。（
通
例
か
ら
北
野
で
は
初
雪
の
連
歌
の
会
あ
り
と
推
定
）（
宮
三
）
十
一
月
二
十
九
日 
八
百
年
御
忌
会
万
句
壱
筥
を
神
前
に
奉
納
す
る
。（
宮
三
❸
）
十
二
月
二
十
五
日 
寄
付
証
文
を
し
る
す
（『
前
預
法
橋
能
順
寄
付
証
文
』
光
147
⑧
宮
三
（
宝
永
元
年
十
月
十
四
日
条
能
玉
持
参
書
付
）
十
一
月
十
五
日
か 
能
作
の
子
五
千
丸
の
髪
置
の
祝
詞
「
五
千
丸
髪
置
祝
詞
／
雪
霜
を
い
た
ゝ
き
ま
つ
れ
神
の
庭
」（
書
留
518
❼　
聯
983
「
孫
の
五
千
丸
に
初
て
あ
ひ
し
祝
言
に
」）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
515
〜
517
あ
り
。
❼
 
「
初
雪
／
雪
は
今
朝
朝
日
に
晴
る
高
峰
哉
」（
書
留
515　
聯
909
「
明
る
に
晴
る
」）
 
「
松
か
枝
の
手
向
色
そ
ふ
紅
葉
哉
」（
516
）
 
「
武
康
閑
居
へ
／
か
た
ら
ひ
て
冬
籠
れ
る
や
窓
の
梅
」（
517　
聯
960
「
人
の
閑
居
に
つ（マ
マ
）は
し
け
る
」）
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
七
十
六
歳
春 
発
句
あ
り
。「
冥
加
に
か
な
ふ
事
あ
ま
た
有
け
る
後
、
北
野
の
社
の
預
り
を
ゆ
つ
り
退
て
／
お
も
ふ
事
何
か
都
の
花
の
春
」（
書
留
519
❼　
聯
24
）
一
月
三
日 
裏
白
連
歌
あ
り
。（
宮
三
❸
）
一
月
二
十
日 
能
順
の
使
い
と
し
て
、
能
作
、
能
作
の
子
五
千
丸
を
能
順
の
子
供
分
と
な
し
、
児
成
を
し
た
い
旨
申
し
入
れ
る
。
（
宮
三
❸
）
一
月
二
十
五
日 
能
順
、
目
代
友
世
に
、
能
作
子
五
千
丸
四
歳
の
児
成
の
願
を
申
し
入
れ
る
。（
宮
三
❸
（
一
月
二
十
四
日
条
）
二
月
三
日 
能
順
、
松
林
坊
へ
、
能
作
の
子
の
五
千
丸
を
養
孫
と
し
補
任
を
願
い
、
ま
た
孫
分
で
は
あ
る
が
、
北
野
の
屋
敷
な
ど
を
継
が
せ
る
際
に
は
子
と
し
て
譲
り
た
い
と
口
上
に
て
要
望
す
る
。
し
か
し
四
歳
で
の
児
成
の
先
例
の
有
無
が
問
題
と
な
り
か
な
わ
ず
。（
↓
三
月
一
日
）。（
宮
三
❸
）
二
月
二
十
一
日 
文
庫
奉
行
が
能
類
、
能
辰
に
決
ま
る
。（
宮
三
❸
）
二
月
二
十
三
日 
能
順
宅
に
て
、
昨
年
天
満
宮
忌
の
た
め
延
期
さ
れ
た
神
供
五
六
連
歌
を
行
う
。（
宮
三
❸
）
二
月
二
十
四
日 
連
歌
あ
り
、
発
句
能
東
。（
宮
三
❸
）
二
月
二
十
五
日 
御
神
供
の
御
番
を
勤
め
る
。（
宮
三
❸
）
三
月
一
日 
能
順
へ
、
児
成
の
願
に
関
す
る
門
主
か
ら
の
返
事
口
上
、
「
先
此
度
ハ
御
訴
（
許
カ
）容
無
之
候
」
と
の
事
。（
宮
三
❸
）
三
月
九
日 
上
表
預
能
順
、
今
日
節
あ
り
。（
宮
三
❸
）
三
月
十
四
日 
寄
合
あ
り
、
能
順
と
常
円
、
病
気
で
欠
席
。（
宮
三
❸
）
三
月
三
十
日 
能
順
、
三
月
尽
の
発
句
「
春
そ
行
つ
れ
な
き
老
の
別
哉
」
（
書
留
527
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
520
〜
527
あ
り
。
❼
 
「
祝
ひ
事
つ
ゝ
け
る
子
日
若
菜
か
な
」（
520
）
 
「
風
露
の
み
た
れ
い
と
な
き
柳
か
な
」（
521　
聯
102
）
 
「
色
み
せ
よ
花
を
養
ふ
窓
の
雨
」（
522　
聯
152
）
 
「
遠
山
に
咲
や
白
雲
花
の
庭
」（
523　
聯
167
「
庭
前
の
は
な
を
見
て
」）
 
「
花
を
先
お
も
ふ
南
の
高
峰
哉
」（
524　
聯
166
「
花
を
待
比　
南
山
に
む
か
へ
る
家
に
て
」）
 
「
お
し
め
風
錦
は
つ
る
ゝ
糸
桜
」（
525
（
改
）「
む
す
へ
露
」　
聯
254
）
 
「
山
吹
は
み
な
ら
ぬ
花
の
契
哉
」（
526
）
四
月
一
日 
子
規
を
聞
き
発
句
。「
朔
日
子
規
を
聞
て
／
夏
来
ぬ
と（カ）空
に
知
ら
ん
子
規
」（
書
留
528
）
四
月
十
八
日 
能
順
か
ら
学
堂
に
書
付
一
通
を
送
る
、
内
容
は
志
あ
る
衆
中
へ
宗
祇
法
師
忌
日
七
月
晦
日
会
に
出
席
呼
び
か
け
、
能
順
が
会
の
た
め
に
白
銀
二
百
目
を
寄
付
す
る
と
い
う
も
の
。『
前
預
法
橋
能
順
書
状
』（
光148D
B 
Ｄ
❸
⑧
宮
三
（
宝
永
元
年
十
月
廿
日
条
能
玉
持
参
書
付
）
四
月
十
九
日 
光
照
院
宮
が
疱
瘡
に
か
か
っ
た
た
め
、
平
癒
祈
禱
の
連
歌
あ
り
、
年
預
能
玉
宅
に
て
連
歌
、
能
順
第
三
に
出
座
「
子
規
声
聞
真
木
の
戸
を
明
て
」。（
宮
三
❸
）
 
常
久
よ
り
、
能
順
が
二
十
二
、
三
日
の
こ
ろ
に
賀
州
に
下
る
と
年
預
に
伝
言
あ
り
、
目
代
に
通
す
。（
宮
三
❸
）
五
月
二
十
五
日 
能
作
、
加
州
へ
下
向
の
旨
、
能
辰
を
介
し
て
目
代
に
伝
え
る
。（
宮
三
❸
）
五
月
末
か 
能
順
、
加
州
下
向
途
中
、
近
江
守
山
、
帰
山
に
て
発
句
あ
り
。（
）
 
「
近
江
守
山
ニ
而
／
月
う
と
く
名
の
み
も
る
山
夏
の
か
け
」（
書
留
529
❼　
聯
399
「
近
江
路
過
る
時
守
山
に
て
」
「
月
床
し
」）
 
「
帰
山
／
子
規
誰
を
い
さ
め
て
か
へ
る
山
」（
書
留
530
❼　
五
七
聯
358
「
帰
山
に
て
」）
六
月
九
日 
随
林
宅
に
て
連
歌
あ
り
。（
宮
三
❸
）
六
月
十
一
日 
御
講
（
天
神
講
）、
当
人
能
順
。（
宮
三
）
六
月
十
五
日 
自
筆
遺
言
状
を
し
た
た
め
る
。（
小
）
Ｄ
石
歴
展
90
）
六
月
三
十
日 
学
堂
に
能
順
の
道
具
少
々
あ
り
。（
宮
三
）
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
531
〜
535
あ
り
。
金
沢
に
到
着
後
、
竹
田
忠
張
、
奥
村
壱
州
（
直
輝
）
亭
、
今
枝
直
方
別
所
等
で
連
歌
、
能
順
発
句
あ
り
。（
❼
）
 
「
□
汀
亭
ニ
而
／
夕
露
の
光
晴
飛
ほ
た
る
哉
」（
531　
聯
404
）
 
「
忠
張
ニ
而
即
時
／
夏
の
日
に
む
へ
よ
ら
る
ゝ
や
糸
薄
」
（
532　
聯
478
「
む
へ
よ
ら（マ
マ
）け
り
」）
 
「
又
／
待
宵
や
□
の
月
の
下
凉
み
」（
533　
聯
461
「
心
の
月
の
」）
 
「
奥
村
壱
州
亭
ニ
而
／
松
風
や
人
な
つ
く
め
る
夏
の
か
け
」（
534　
聯
498
「
奥
村
悳
輝
朝
臣
の
許
に
て
め
さ
れ
し
時
、
加
州
執
柄
の
家
に
て
国
の
人
々
思
ひ
し
た
が
ふ
心
を
」）
 
「
今
枝
直
方
別
所　
池
の
水
辺
を
み
て
／
か
り
の
子
の
花
に
あ
そ
へ
る
水
草
哉
」（
535　
聯
483
）
七
月
三
日 
能
作
、
賀
州
よ
り
帰
宅
。（
宮
三
❸
）
七
月
二
十
八
日 
宗
祇
の
影
一
幅
、
明
日
の
会
の
た
め
能
作
よ
り
北
野
側
が
受
け
取
る
。（
宮
三
❸
）
七
月
二
十
九
日 
宗
祇
忌
日
之
会
あ
り
、
連
衆
と
年
預
参
加
。（
宮
三
❸
）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
三
❸
）
八
月
十
七
日 
竹
田
忠
張
宛
修
竹
斎
能
順
書
簡
あ
り
。（
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
❼
）
 
書
簡
内
に
能
順
発
句
「
今
夜
月
猶
み
ん
つ
も
れ
老
の
秋
」。
句
は
書
留
539
に
「
素
立
軒
殿
ニ
而
嘉
例
月
見
」
と
し
て
あ
り
「
素
立
軒
殿
ニ
而
嘉
例
月
見
／
今
夜
月
猶
み
ん
つ
も
れ
老
の
秋
」（
539　
聯
699
「
月
今
夜
」）、『
聯
玉
集
』
699
に
は
「
月
今
夜
猶
見
ん
積
れ
老
の
秋
」
と
し
て
入
る
。
九
月
十
三
日 
能
順
発
句
あ
り
。「
十
三
夜
／
照
せ
猶
今
夜
紅
葉
の
秋
の
月
」（
書
留
549
）
九
月
十
八
日 
花
何
百
韻
張
行
（
発
句
踞
道
「
村
薄
ま
ね
け
は
な
ひ
く
小
萩
哉
」、
能
順
は
脇
に
出
詠
）。（
❺
金
〈
特
一
六
九－
一
二
二
〉）
九
月
二
十
六
日 
学
堂
文
庫
完
成
。（
宮
三
❸
）
九
月 
能
順
、
金
沢
に
て
天
神
の
御
神
詠
を
写
す
。（（
小
）「
小
松
天
満
宮
だ
よ
り
」
17
号　
　
石
歴
展
83
）
五
八
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
536
〜
557
（
537
取
消
句
）
あ
り
。
 
「
知
頼
興
行
／
荻
の
声
露
に
更
行
月
夜
哉
」（
536　
聯
594
）
 
「
素
庵
居
士
十
三
回
忌
／
松
虫
の
音
に
た
て
こ
ふ
る
む
か
し
哉
」（
538　
聯
566
「
音
に
恋
ら
る
ゝ
」）
 
「
□
□
興
行
／
空
に
雁
か
は
せ
る
荻
の
は
風
哉
」（
540　
聯
598
）
 
「
踞
道
／
爰
を
と
て
越
な
ん
雁
の
端
山
哉
」（
541　
聯
708
「
爰
に
と
て
」）
 
「
霧
な
か
ら
／
薄
霧
に
す
む
空
お
も
ふ
月
も
な
し
」（
542　
聯
654
）
 
「
十
七
夜　
岡
島
元
為
／
白
雲
の
立
な
ま
さ
れ
そ
峰
の
月
」（
543　
聯
653
「
白
雲
に
」）
 
「
菊
地
治
兵
衛
武
包
母
儀
悼
／
袖
ぬ
れ
て
う
ふ
る
や
忍
ふ
草
の
露
」（
544　
聯
617
「
菊
地
武
包
の
許
へ
悼
に
」「
摘
る
や
忍
ふ
」）
 
「
武
康
内
方
悼
／
知
ら
ん
や
夢
露
の
世
も
秋
の
床
」（
545　
聯
530
「
菊
池
武
庸
の
御
許
へ
悼
」「
知
ら
む
や
夢
露
の
世
を
」）
 
「
生
駒
万
兵
衛
／
有
明
の
月
に
さ
は
る
な
宵
の
雨
」（
546
）
 
「
素
立
軒
殿
ニ
而
祝
詞
／
花
の
上
に
見
ゆ
る
や
千
々
の
秋
の
色
」（
547　
聯
607
）
 
「
里
見
元
辰
興
行
／
秋
や
い
つ
鹿
鳴
山
の
夕
時
雨
」（
548　
聯
570
）
 
「
小
川
長
兵
衛
亡
父
種
右
衛
門
懐
旧
／
手
向
せ
ん
其
言
種
の
色
も
か
な
」（
550　
聯
537
「
仝
（
悼
人
の
も
と
へ
）」
「
露
の
言
種
色
も
な
し
」）
 
「
金
森
内
匠
興
行
／
植
置
し
心
や
色
香
宿
の
菊
」（
551　
聯
730
）
 
「
島
屋
与
三
兵
衛
正
郷
新
宅
／
心
は
へ
色
香
に
ふ
か
し
宿
の
菊
」（
552　
聯
735
「
川
島
正
郷
新
宅
の
会
ニ
」「
う
へ
し
う
へ
け
り
」）
 
「
伊
藤
平
右
衛
門
尉
ニ
而
／
夕
時
雨
月
も
染
出
し
木
の
間
哉
」（
553
）
 
「
渡
辺
二
郎
四
郎
殿
柴
屋
写
／
文
台
ニ
書
付
け
る
／
其
詠
い
か
に
柴
屋
の
夕
し
く
れ
」（
554　
聯
850
「
柴
屋
文
台
開
に
」『
聯
玉
集
』
で
は
、
冬
部
に
入
る
）
 
「
梶
葉
ニ
筆　
蒔
絵
文
台
開
／
岡
島
元
為
／
言
葉
の
色
添
筆
の
は
や
し
か
な
」（
555　
聯
779
「
岡
島
元
為
の
御
許
に
て
、
梶
の
葉
に
筆
を
蒔
絵
に
し
た
る
文
台
開
に
」）
五
九
 
「
長
柄
橋
と
い
へ
る
文
台
開
／
半
田
正
祖
／
古
き
風
吹
や
長
柄
の
橋
の
秋
」（
556　
聯
813
「
半
田
正
祖
の
許
に
て
、
長
柄
の
橋
を
蒔
絵
に
し
た
る
古
き
文
台
開
に
」）
 
「
菊
地
武
包
武
蔵
餞
別
／
武
蔵
野
の
秋
を
心
の
行
ゑ
哉
」
（
557　
聯
798
「
菊
地
武
包
の
江
戸
へ
下
り
給
ふ
餞
別
に
」）
十
一
月
二
十
六
日 
江
戸
に
て
十（
マ
マ
）
八
日
に
火
事
。（
宮
三
）　
十
二
月
一
日 
江
戸
の
地
震
と
火
事
発
生
に
つ
き
、
御
静
謐
の
祈
禱
を
開
始
。（
宮
三
）
祈
禱
の
次
第
に
は
連
歌
も
含
ま
れ
る
。
十
二
月
六
日 
公
儀
よ
り
北
野
宮
仕
に
、
不
時
の
祈
禱
連
歌
の
先
例
の
下
問
が
あ
り
、
貞
享
四
年
三
月
九
日
の
徳
川
綱
吉
厄
除
祈
禱
の
際
に
連
歌
数
千
句
を
献
上
し
た
旨
を
答
え
る
。（
宮
三
）
十
二
月
六
日 
能
拝
の
二（
マ
マ
）
十
三
回
忌
に
発
句
を
や
る
。
能
拝
は
元
禄
四
年
十
二
月
六
日
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
十
三
回
忌
。「
能
拝
大
徳
懐
旧　
廿
三
回
忌
／
十
二
月
六
日
／
し
た
へ
と
も
老
は
を
く
れ
つ
雪
の
道
」（
563　
聯
948
「
悼
人
の
も
と
へ
」
）
十
二
月
十
四
日 
梅
林
院
に
能
什
参
上
、
江
戸
の
地
震
火
事
の
静
謐
の
祈
禱
千
句
の
相
談
あ
り
、
十
五
、
十
六
日
に
梅
林
院
に
て
千
句
、
十
七
、
十
八
日
に
は
衆
中
で
千
句
、
十
八
日
に
両
方
合
わ
せ
て
清
書
、
十
九
日
結
願
に
て
、
即
刻
献
上
の
予
定
。（
宮
三
❸
）
十
二
月
十
五
、
六
日 
梅
林
院
に
て
千
句
あ
り
。（
宮
三
❸
）
十
二
月
十
七
、
八
日 
北
野
衆
中
に
て
連
歌
あ
り
。（
宮
三
❸
）
冬
某
日 
加
州
に
て
発
句
あ
り
。「
京
よ
り
待
侘
る
な
と
い
ひ
を
こ
せ
け
る
に
／
雪
ふ
か
し
春
を
待
み
よ
帰
山
」（
書
留
564
❼　
聯
956
「
都
よ
り
と
く
の
ほ
れ
と
人
々
い
ひ
お
こ
せ
け
る
に
」）
 
こ
の
句
に
関
し
て
は
、
綿
抜
氏
に
元
禄
十
年
か
と
す
る
推
定
（
）
が
あ
る
。
宮
仕
記
録
を
見
る
と
、
元
禄
十
年
冬
に
は
、
瑞
吟
の
預
上
表
と
能
順
の
預
就
任
の
可
否
と
い
う
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
十
一
月
二
十
四
日
の
寄
合
の
議
論
の
記
録
か
ら
は
、
加
州
の
能
順
よ
り
、
上
京
は
当
年
中
は
難
し
い
と
既
に
手
紙
で
意
志
表
明
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
受
け
、
十
一
月
二
十
六
日
に
は
、
再
度
上
京
を
促
す
手
紙
を
能
順
に
送
り
、
結
局
能
順
は
十
二
月
六
日
に
京
に
到
着
し
て
い
る
。
 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
で
こ
の
句
は
、
元
禄
十
六
年
の
能
拝
の
二
十
三
回
忌
（
十
二
月
六
日
）
と
、
目
代
友
世
の
追
悼
句
（
同
年
十
二
月
二
十
四
日
以
後
）
と
の
間
に
置
か
れ
て
い
る
。
元
禄
十
六
年
、
能
順
は
、
能
作
の
子
五
千
丸
六
〇
の
児
成
の
願
か
な
わ
ず
、
宗
祇
忌
日
連
歌
会
の
た
め
に
寄
付
を
し
た
の
ち
、
五
月
に
小
松
に
下
っ
て
い
る
。
北
野
の
勤
務
を
離
れ
て
お
り
、
宮
仕
記
録
に
、
能
順
へ
の
連
絡
の
記
述
は
な
い
。
十
二
月
あ
た
り
で
上
京
し
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
江
戸
で
地
震
と
火
事
が
発
生
し
、
静
謐
の
祈
禱
の
た
め
、
北
野
宮
仕
を
あ
げ
て
の
千
句
連
歌
張
行
が
あ
り
、
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
長
く
京
を
離
れ
て
お
り
、
個
人
的
な
や
り
と
り
で
の
上
京
の
誘
い
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
勿
論
、
決
め
手
で
は
な
い
が
、
配
列
さ
れ
た
三
句
共
、
深
い
雪
が
間
を
隔
つ
様
を
詠
ん
だ
と
解
せ
る
句
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
十
六
年
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
十
二
月
二
十
四
日 
目
代
友
世
死
去
、
行
年
七
十
九
歳
。（
宮
三
）
能
順
、
こ
の
日
以
降
に
発
句
を
詠
む
。
 
「
友
世
悼
／
う
ら
め
し
な
さ
そ
ひ
残
し
て
雪
の
友
」（
書
留
565
）
十
二
月
二
十
六
日 
能
順
、
宗
祇
忌
日
会
（
毎
年
七
月
二
十
九
日
）
の
た
め
、
銀
子
二
百
目
を
こ
の
日
以
前
に
年
預
に
寄
進
。（
宮
三
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
558
〜
566
あ
り
。
 
「
枯
て
こ
そ
中
〳
〵
霜
の
花
薄
」（
558　
聯
868
「
枯
れ
に
け
り
枯
れ
て
そ
」）
 
「
北
市
屋
喜
兵
衛
□
ニ
而
／
木
枯
の
月
に
晴
行
梢
か
な
」
（
559　
聯
864
）
 
「
有
明
の
曇
み
晴
み
し
く
れ
哉
」（
560
）
 
「
初
雪
を
松
一
村
の
枯
野
か
な
」（
561　
聯
897
）
 
「
山
の
皆
う
つ
り
て
爰
に
窓
の
雪
」（
562　
聯
943
「
う
つ
る
や
爰
に
」）
 
「
歳
暮
／
春
を
ま
て
老
な
お
も
ひ
そ
年
の
く
れ
」（
566　
聯
969
）
元
禄
十
七
年
（
宝
永
元
年
に
三
月
十
三
日
改
元
）（
一
七
〇
四
）　
七
十
七
歳
二
月
二
十
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
三
❸
）
三
月 
能
順
所
持
の
『
老
葉
』
の
宗
祇
・
宗
長
注
に
よ
り
刷
ら
れ
た
版
本
『
愚
句
老
葉
』
の
序
文
を
な
す
（
天
王
寺
屋
版
本
）。
三
月
十
二
日 
能
作
の
子
、
五
千
丸
、
児
成
の
八
嶋
屋
敷
あ
り
。（
宮
三
❸
）
三
月
十
四
日 
五
千
丸
、
当
日
の
御
神
供
、
奉
備
。
預
坊
よ
り
祝
辞
。
（
宮
三
❸
）
三
月
三
十
日 
小
松
に
て
山
王
の
祠
官
章
重
の
連
歌
に
発
句
を
詠
む
。
六
一
「
三
月
尽
／
行
や
今
日
い
さ
桜
と
て
春
の
風
」（
書
留
580
❼　
聯
271
「
三
月
卅
日
、
小
松
山
王
の
祠
官
章
重
か
許
に
て
会
せ
し
に
」）
 
北
野
で
は
花
の
会
、
当
人
能
作
。（
宮
三
❸
）
六
月
二
十
八
日 
能
順
、
半
八
郎
左
衛
門
宛
に
書
簡
を
送
る
。
序
文
を
な
し
た
『
愚
句
老
葉
』
に
関
し
、
連
歌
の
稽
古
の
書
に
最
適
と
賞
賛
推
薦
す
る
。（
小
❼
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
567
〜
580
（
568
、
569
取
消
句
）
あ
り
。
 
「
身
の
春
は
さ
も
あ
ら
は
あ
れ
百
千
鳥
」（
567　
聯
25
）
 
「
前
田
知
頼
両
／
梅
か
香
に
匂
ふ
や
月
の
夕
霞
」（
570
（
改
）「
月
も
匂
へ
る
夕
か
な
」）
 
「
泉
屋
二
郎
兵
衛
正
栄
宅
に
て
／
な
く
さ
む
や
待
心
さ
へ
花
の
宿
」（
571　
聯
148
）
 
「
花
を
そ
し
ま
か
へ
と
て
し
も
春
の
雪
」（
572
）
 
「
風
露
の
色
ふ
し
し
け
し
糸
桜
」（
573
）
 
「
影
そ
へ
て
花
に
水
せ
く
垣
ね
哉
」（
574
）
 
「
い
つ
み
き
と
お
も
ひ
し
花
の
陰
も
な
し
」（
575　
聯
162
）
 
「
阿
部
新
五
兵
衛
正
勝　
法
名
主
山
□
中
／
散
残
る
別
う
ら
め
し
花
の
友
」（
576　
聯
218
「
阿
部
正
勝
悼
に
」）
 
「
長
寿
尼
臨
終
正
念
と
聞
て
／
う
ら
や
ま
し
程
経
て
聞
も
花
の
春
」（
577
）
 
「
花
一
枝
被
送
た
る
ニ
／
一
枝
や
我
に
事
た
る
春
の
花
」
（
578
）
 
「
花
を
尽
し
植
た
る
庭
に
て
／
名
所
の
有
と
も
い
は
ゝ
家
桜
」（
579　
聯
260
）
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
581
〜
586
あ
り
。
 
「
待
事
の
な
き
身
と
は
い
は
し
子
規
」（
581　
聯
355
「
な
き
に
し
も
あ
ら
す
」）
 
「
お
も
ふ
事
い
つ
ち
寝
覚
の
時
鳥
」（
582　
聯
341
）（
北
畠
宮
司
家
所
蔵
能
順
画
像
に
貼
付
の
自
筆
短
冊
あ
り
❼
）
 
「
森
権
太
夫
挨
拶
迄
ニ
／
若
竹
の
風
ふ
れ
ま
ほ
し
老
の
袖
」（
583　
聯
377
）
 
「
松
原
故
鮮
ニ
而
当
座
／
五
月
雨
は
凉
し
き
空
を
名
残
哉
」（
584　
聯
385
「
晴
間
か
な
」）
 
「
由
比
正
及
嫡
子
悼
／
空
蟬
の
羽
に
置
露
の
う
き
世
哉
」
（
585
）
 
「
残
れ
る
や
か
ひ
有
明
の
朝
凉
み
」（
586　
聯
452
）
七
月
二
十
二
日 
能
順
よ
り
能
什
・
能
通
宛
に
、
能
順
の
京
都
の
家
を
常
久
に
譲
る
旨
を
知
ら
せ
る
。
評
議
で
了
承
。
常
久
近
々
引
き
六
二
取
る
予
定
。（
宮
三
❸
）
七
月
二
十
九
日 
宗
祇
忌
日
の
連
歌
、
例
年
通
り
学
堂
に
て
開
催
。（
宮
三
❸
）
 
宗
祇
忌
日
に
発
句
を
詠
む
。「
祇
公
正
忌
日
に
／
朝
や
袖
も
露
け
き
手
向
草
」（
書
留
592
❼
）
八
月
十
五
日 
能
順
、
名
月
に
発
句
あ
り
。「
名
月
／
又
や
見
ん
と
思
ひ
し
月
の
今
夜
か
な
」（
書
留
594　
聯
703
❼
）
九
月
十
三
日 
能
順
、
歓
生
宅
で
の
九
月
十
三
夜
の
発
句
に
前
月
十
五
夜
の
発
句
を
転
用
。「
九
月
十
三
夜　
又
此
発
句
ニ
同
／
又
や
見
ん
と
思
ひ
し
月
の
今
夜
か
な
」（
書
留
595　
聯
745
「
十
三
夜
の
月
見
ん
と
て
歓
生
か
た
へ
ま
か
り
し
に
、
発
句
せ
よ
と
た
れ
か
れ
い
へ
り
け
れ
は
、
去
ぬ
る
十
五
夜
に
せ
し
句
な
か
ら
、
い
さ
ゝ
か
心
も
か
は
り
侍
る
か
と
て
」
❼
）
宝
永
二
年
八
月
十
三
日
付
岡
島
元
為
宛
能
順
書
簡
で
転
用
の
点
に
つ
い
て
言
及
。
九
月
十
五
日
以
降 
今
枝
戸
部
直
方
の
江
戸
往
還
（
宝
永
元
年
八
月
九
日
〜
九
月
十
五
日
）
の
際
の
連
歌
に
点
を
つ
け
朱
で
添
削
す
る
。
（『
東
北
道
記
』（
史 
加
越
能
文
庫
（
特16.93 ‒013
）
）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
587
〜
599
あ
り
。
 
「
極
楽
往
生
ノ
心
を
／
行
方
に
さ
そ
へ
心
の
空
の
月
」（
587
（
改
）「
さ
そ
ふ
や
心
空
の
月
」　
聯
646
「
老
の
寝
覚
に
／
行
か
た
へ
さ
そ
へ
こ
ゝ
ろ
の
空
の
月
」）
 
「
身
を
捨
て
心
は
月
の
行
ゑ
哉
」（
588
）
 
「
七
夕
／
梶
の
葉
の
露
計
な
る
手
向
哉
」（
589　
聯
516
）
 
「
秋
風
に
老
か
身
を
知
一
葉
か
な
」（
590
）
 
「
は
か
な
き
事
を
お
も
ひ
て
／
世
の
う
さ
を
な
く
さ
む
露
の
命
哉
」（
591　
聯
527
）
 
「
野
村
勘
□
□
妻
悼
／
し
ほ
る
ら
ん
時
し
も
秋
の
袖
の
露
」（
593
）
 
「
西
山
し
て
云
お
こ
せ
け
る
に
好
澄
へ
遣
す
／
見
は
や
其
西
こ
そ
秋
の
嵯
峨
の
山
」（
596
）
 
「
雨
夜
／
月
を
こ
ひ
音（カ）聞
明
す
雨
夜
哉
」（
597
）
 
「
□
も
な
き
お
も
ひ
や
秋
の
さ
よ
時
雨
」（
598
）
 
「
鹿
の
音
や
紅
葉
に
ま
し
る
山
下
風
」（
599　
聯
572
「
山
颪
」）
十
月
十
四
日 
能
順
か
ら
の
能
春
（
マ
マ
）家
伝
来
の
四
品
を
能
作
が
持
参
、
文
庫
に
お
さ
め
る
。（
宮
三
❸ 
石
歴
展
40
、
41
、
42
）
十
月
二
十
日 
能
順
書
付
（
↓
元
禄
十
六
年
四
月
十
八
日
）
を
能
玉
（
元
禄
十
五
年
十
二
月
よ
り
元
禄
十
六
年
十
一
月
ま
で
年
預
）
が
持
参
。（
宮
三
❸
）
六
三
十
月
二
十
六
日 
能
順
が
、
能
春
家
に
伝
来
の
什
物
四
品
衆
中
に
預
け
た
件
を
寄
合
で
協
議
、
衆
中
の
什
物
と
し
、
能
春
家
に
器
量
あ
る
子
孫
が
現
れ
た
時
に
は
貸
す
と
い
う
結
論
と
す
る
。
加
州
の
能
順
に
は
寄
合
結
果
を
常
久
よ
り
伝
え
る
。（
宮
三
❸
）
十
一
月
十
九
日 
能
作
、
近
日
加
州
に
下
向
、
目
代
に
届
け
る
。（
宮
三
❸
）
十
二
月
十
六
日 
能
作
、
北
国
よ
り
帰
宅
、
目
代
に
届
け
る
。（
宮
三
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
600
〜
606
あ
り
。
❼
 
「
霜
に
け
さ
し
つ
ま
る
風
の
木
葉
哉
」（
600
（
改
）
は
雪
の
高
根
哉
）
 
「
木
枯
の
木
の
間
珍
し
峰
の
雪
」（
601
）
 
「
猶
の
葉
は
雪
待
か
ほ
の
嵐
哉
」（
602　
「
猶
」
は
「
楢
」
か
）
 
「
踏
跡
は
木
の
葉
に
成
ぬ
今
朝
の
雪
」（
603
）
 
「
ま
た
れ
こ
し
山
の
端
い
く
へ
今
朝
の
雪
」（
604　
聯
903
「
遠
山
幾
重
」
元
禄
12
年
書
留
443
に
同
一
）
 
「
梅
か
香
は
来
ぬ
春
風
の
雪
間
哉
」（
605
）
 
「
岡
島
喜
三
郎
殿
元
春
悼
／
晦
日
／
人
に
今
日
終
れ
る
年
の
哀
哉
（
606
）」
某
日 
能
順
発
句
「
い
な
つ
ま
の
う
つ
し
お
け
る
や
露
の
影
」
（『
能
順
画
像
』（
小
）
石
歴
展
76
❷
）
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
） 
七
十
八
歳
正
月
一
日 
能
順
試
筆
を
し
た
た
め
る
（「
今
朝
心
し
つ
か
に
広
し
四
方
の
春
」）。『
能
順
発
句
懐
紙
』（
小
Ｃ
）（
書
留
607　
聯
26
）
 
歳
旦
発
句
披
講
随
円
。（
宮
三
）
一
月
十
三
日 
公
方
様
（
徳
川
綱
吉
）
御
賀
の
御
祈
禱
連
歌
あ
り
。（
宮
三
）
二
月
二
十
四
日 
学
堂
連
歌
興
行
。
預
坊
発
句
に
て
面
八
句
に
記
名
。（
宮
三
）
三
月
十
二
日 
預
能
東
、
七
十
賀
あ
り
。（
宮
三
）
三
月
十
五
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
、
宗
匠
能
東
。（
宮
三
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
608
〜
619
あ
り
。
 
「
鶯
の
𨻶
も
と
め
来
る
夜
床
哉
」（
608　
聯
94
）
 
「
梅
に
咲
霞
に
匂
ふ
朝
日
か
な
」（
609
）
 
「
竹
田
氏
忠
張
死
期
ニ
「
よ
に
匂
へ
我
な
ら
て
た
に
宿
の
／
梅
」
と
し
て
野
老
ニ　
申
置
け
れ
は
／
消
に
け
り
梅
を
残
し
て
春
の
雪
」（
610　
聯
60
「
竹
田
忠
張
、
世
に
匂
へ
我
な
ら
て
た
に
窓
の
梅
、
と
い
ふ
句
を
残
し
て
身
ま
か
り
六
四
給
ふ
悼
」
）
 
「
色
み
え
ぬ
匂
ひ
は
花
の
心
か
な
」（
611　
聯
154
）
 
「
枝
は
へ
て
匂
へ
る
柳
桜
か
な
」（
612
）
 
「
を
の
つ
か
ら
風
待
か
ほ
の
柳
哉
」（
613
）
 
「
散
す
な
よ
命
に
む
か
ふ
花
の
風
」（
614
）
 
「
花
を
送
り
た
る
人
の
も
と
に
／
折
袖
の
色
香
や
そ
へ
て
八
重
桜
」（
615　
聯
247
「
或
人
の
女
の
許
よ
り
花
の
枝
に
、
君
か
た
め
手
折
し
枝
や
桜
花
、
と
い
ふ
句
を
添
て
い
た
り
し
返
し
に
」）
 
「
大
森
好
澄
尋
来
し
に
／
い
か
に
花
袖
の
香
ゆ
か
し
都
人
」（
616　
聯
205
「
京
都
大
森
好
澄
く
た
り
け
る
に
あ
ひ
て
」）
 
「
暮
春
／
年
は
猶
春
を
そ（カ）待
し
春
の
暮
」（
617　
聯
280
「
春
こ
そ
待
し
」）
 
「
高
楼
に
の
ほ
り
て
／
爰
に
み
よ
四
方
の
山
窓
花
盛
」（
618　
聯
185
「
土
方
雄
忠
の
庭
の
高
楼
に
の
ほ
り
て
」）
 
「
こ
と
〳
〵
に
匂
へ
る
花
の
若
葉
哉
」（
619　
聯
300
）
四
月
一
日 
能
順
、
河
合
三
平
宛
に
書
状
を
送
る
。
体
調
不
良
、
歩
行
不
能
を
訴
え
る
。（『
能
順
書
状
幅
』
石
歴
蔵 
石
歴
展
87
）
四
月
七
日 
学
堂
源
氏
物
語
講
釈
、
常
久
に
よ
り
開
始
さ
れ
る
。（
宮
三
）
四
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
、
点
者
能
東
。（
宮
三
）
四
月
十
二
日 
学
堂
源
氏
物
語
講
釈
あ
り
。（
宮
三
）
四
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
三
）
閏
四
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
三
）
五
月
十
一
日 
天
神
講
会
あ
り
、
当
人
上
表
能
順
。（
宮
三
）
五
月
十
九
日 
十
七
日
の
学
堂
の
会
、
本
日
あ
り
。（
宮
三
）
六
月
六
日 
能
順
、
元
禄
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
寄
付
の
台
徳
院
様
御
書
と
御
夢
想
之
詠
草
に
関
し
て
、
表
具
を
直
し
た
い
旨
を
申
し
出
、
北
野
側
、
能
作
に
渡
す
。
石
歴
展
写
真
で
は
、
両
書
の
装
幀
同
じ
。（
宮
三 
石
歴
展
40
、
41
）
六
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
三
）
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
620
〜
627
あ
り
。
❼
 
小
松
誓
円
寺
に
て
月
次
連
歌
あ
り
。「
古
せ
ぬ
や
老
の
耳
に
も
子
規
」（
書
留
620　
聯
368
「
誓
円
寺
月
次
に
」）
 
「
と
は
ゝ
い
つ
寝
覚
村
雨
子
規
」（
621　
聯
343
）
 
「
た
け
高
し
い
つ
れ
夏
草
夏
木
立
」（
622　
聯
479
）
 
「
刈
薦
の
み
た
れ
て
み
ゆ
る
蛍
哉
」（
623　
聯
412
「
秀
右
の
許
に
て
三
吟
」）
 
「
呼
た
て
ゝ
う
へ
よ
里
々
田
長
鳥
」（
624　
聯
371
「
鳴
つ
れ
六
五
て
」）
 
「
む
す
ふ
ま
に
月
も
氷
れ
る
清
水
哉
」（
625
）
 
「
夕
立
や
月
に
し
つ
ま
る
軒
の
露
」（
626　
聯
438
題
「
白
雨
」、「
ゆ
ふ
た
ち
は
月
に
鎮
ま
る
雲
間
哉
」）
 
「
阿
弥
陀
仏
の
前
ニ
而
／
さ
そ
ふ
風
お
も
へ
凉
し
き
道
の
空
」（
627　
聯
493
「
奉
捧
南
旡
阿
陀
仏
」「
頼
め
す
ゝ
し
き
」）
七
月
二
十
日 
学
堂
十
七
日
の
会
あ
り
。（
宮
三
）
七
月
二
十
九
日 
学
堂
に
て
宗
祇
公
忌
日
会
あ
り
。
連
衆
十
五
人
。（
宮
三
）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
興
行
。（
宮
三
）
八
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
三
）
八
月
十
三
日 
岡
島
元
為
宛
観
明
軒
能
順
書
簡
あ
り
。（
小
❼
）
昨
年
の
名
月
の
発
句
「
又
や
み
ん
と
お
も
ひ
し
月
の
今
夜
哉
」
に
関
し
、
八
月
十
五
日
、
九
月
十
三
日
の
発
句
と
し
て
存
命
の
限
り
使
用
す
る
こ
と
を
記
す
。（
）
八
月
十
七
日 
学
堂
月
次
あ
り
。（
宮
三
）
八
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
会
あ
り
。（
宮
三
）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
628
〜
638
あ
り
。
 
「
み
え
初
つ
今
朝
風
露
の
秋
の
色
」（
628　
聯
521
題
「
露
」）
 
「
我
心
お
も
へ
は
あ
た
ら
月
夜
哉
」（
629
）
 
「
夜
よ
し
と
も
告
は
や
雁
に
秋
の
月
」（
630　
聯
717
「
秋
の
風
」）
 
「
雁
に
秋
告
や
る
風
の
た
よ
り
哉
」（
631　
聯
724
「
都
を
お
も
ひ
出
て
」）
 
「
三
宅
半
夕
悼
／
ま
て
し
は
し
し
て
の
山
路
の
月
の
友
」
（
632　
聯
665
「
友
の
先
達
け
る
悼
に
」）
 
「
人
の
悼　
子
息
も
と
へ
／
お
も
ふ
さ
へ
い
か
に
其
野
の
露
の
袖
」（
633　
聯
531
「
川
島
正
郷
母
に
お
く
れ
し
時
」）
 
「
上
京
人
ニ
／
行
つ
れ
よ
都
の
土
産
に
天
津
雁
」（
634
）
 
「
寝
覚
に
／
月
を
み
て
時
雨
聞
夜
の
寝
覚
哉
」（
635　
聯
841
「
時
雨
音
き
く
」）
 
「
鵙
の
鳴
梢
は
秋
の
枯
野
哉
」（
636
）
類
似
句
と
し
て
「
鵙
啼
て
秋
の
木
末
の
夕
か
な
」（
聯
795
）
が
あ
り
、
書
留
434
に
あ
る
。
 
「
し
は
し
秋
月
に
い
さ
よ
ふ
雲
間
か
な
」（
637　
聯
672
「
秋
し
は
し
」）
 
「
秋
少
残
る
枯
野
の
薄
か
な
」（
638　
聯
584
）
十
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
三
）
十
月
二
十
八
日 
初
雪
の
会
あ
り
、
当
人
常
能
。（
宮
三
）
十
一
月
一
日 
連
歌
百
韻
あ
り
。（
宮
三
）
六
六
十
一
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
三
）
十
一
月
十
七
日 
学
堂
月
次
あ
り
、
預
坊
が
勤
め
る
。（
宮
三
）
十
二
月
二
十
一
日 
節
分
、
上
表
能
順
坊
当
番
、
観
音
堂
の
鎰
を
遣
わ
す
。
（
宮
三
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
639
〜
646
（
642
消
去
句
）
あ
り
。
❼
 
「
時
雨
す
は
夜
は
徒
な
ら
ん
寝
覚
哉
」（
639　
聯
848
「
し
く
れ
す
は
い
た
つ
ら
な
ら
ん
」）
 
「
時
雨
る
な
よ
起
臥
苦
し
老
の
床
」（
640　
聯
849
）
 
「
有
明
の
光
を
散
す
紅
葉
哉
」（
641
）
 
「
戦
け
猶
笹
の
葉
た
れ
の
今
朝
の
霜
」（
643　
聯
879
「
竹
の
は
た
れ
の
」）
 
「
花
紅
葉
皆
月
雪
の
光
か
な
」（
644　
聯
917
）
 
「
松
風
の
雪
に
つ
も
れ
る
朝
戸
か
な
」（
645
）
 
「
節
分
／
行
と
来
と
年
を
あ
ら
そ
ふ
今
夜
哉
」（
646　
聯
964
「
年
の
あ
ら
そ
ふ
」）
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
） 
七
十
九
歳
二
月
二
十
四
日 
学
堂
連
歌
興
行
。（
宮
三
）
三
月
十
八
日 
花
の
会
あ
り
。
当
人
能
利
。
七
十
五
日
は
当
月
上
旬
だ
が
、
能
利
故
障
の
た
め
延
引
。（
宮
三
）
春 
歓
生
、
能
順
、
秀
右
の
三
吟
百
韻
あ
り
、
歓
生
が
発
句
を
詠
む
。「
山
深
み
花
に
風
吹
け
谷
の
水
」（『
新
梅
の
雫
』
80
）、
山
『
連
歌
集
』（1648
）
何
船
百
韻
（
宝
永
三
年
（
月
日
は
虫
損
）
春
か 
「
松
竹
梅
の
心
」
を
所
望
さ
れ
句
を
送
る
。（「
松
風
や
今
一
入
の
朝
霞
／
去
年
よ
り
咲
し
梅
か
ほ
る
庭
／
う
く
ひ
す
の
我
竹
垣
と
な
れ
〳
〵
て
」）（『
能
順
連
歌
幅
』（
石
歴
蔵 
石
歴
展
86
）
七
月
二
十
九
日 
能
順
、
宗
祇
忌
日
に
宗
祇
独
吟
の
発
句
「
か
ぎ
り
さ
へ
似
た
る
花
な
き
桜
か
な
」
を
思
い
、
手
向
け
の
句
を
な
す
。
（
歓
生
宅
）「
言
の
葉
の
花
に
は
似
た
る
は
な
も
な
し
」
（
聯
220
）
 
北
野
で
は
祇
公
忌
日
会
学
堂
に
お
い
て
あ
り
、
発
句
能
作
。
八
月
十
三
日 
付
句
に
関
す
る
相
伝
を
歓
生
に
伝
え
る
た
め
、『
連
歌
之
伝
書
』
を
著
す
。（『
連
歌
之
伝
書
』
奥
書
に
よ
る 
史
（
藤
）
）
冬 
病
床
の
能
順
、
都
を
思
い
発
句
あ
り
。「
な
や
み
お
も
く
成
も
て
来
て
、
今
は
の
折
か
ら
都
の
事
思
ひ
出
て
／
九
重
六
七
に
雪
の
八
重
山
越
路
か
な
」（
聯
958
）
十
一
月
二
十
八
日 
能
順
、
小
松
に
て
没
す
る
。（
宮
三
Ｂ
）
 
辞
世
の
句
「
宝
永
三
年
丙
戌
年
十
一
月
廿
八
日
の
夕
、
行
年
七
十
九
に
て
終
に
臨
る
時
／
彼
国
に
ま
ち
迎
ふ
る
や
花
の
春
」。（
聯
993
）
 
辞
世
歌
「
身
の
う
へ
に
ふ
る
は
か
り
に
て
春
秋
の
い
ろ
を
も
し
ら
す
過
し
つ
る
か
は
」（『
能
順
画
像
』（
小
）
石
歴
展
76
❷
）
 
弟
子
歓
生
、
能
順
の
死
に
際
し
て
発
句
「
有
し
世
に
頼
し
松
や
雪
の
底
」（『
新
梅
の
雫
』
525
（
小
）
松
史
資
７
）
 
墓
所
は
小
松
市
西
町
の
誓
円
寺
で
あ
る
。
 
「
北
野
能
順
□
悼
／
散
は
お
し
常
な
ら
ぬ
世
の
冬
の
梅
」
（『
新
梅
の
雫
』
561
）
十
二
月
四
日 
京
都
北
野
天
満
宮
へ
能
作
か
ら
、
能
順
死
去
の
届
を
な
す
。（
宮
三
Ｂ
）
十
二
月
七
日 
能
作
、
加
州
へ
下
向
、
年
預
よ
り
香
典
銀
子
十
両
と
書
付
書
を
預
け
る
。
十
二
月
二
十
日 
能
作
、
加
州
よ
り
上
京
。
十
二
月
二
十
二
日 
北
野
へ
、
小
松
天
満
宮
瑞
順
よ
り
、
香
奠
白
銀
十
両
を
納
受
を
知
ら
せ
る
返
礼
書
（
十
二
月
十
三
日
付
）
あ
り
、
常
久
坊
持
参
。（
宮
三
Ｂ
）
十
二
月
二
十
八
日 
快
全
、
能
順
追
善
の
独
吟
百
韻
を
詠
む
。「
月
花
も
な
き
世
に
普
す
今
年
哉
」（
小
p25
）
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
一
月
二
十
八
日 
大
森
保
好
、
快
全
と
能
順
追
善
の
賦
何
人
両
吟
連
歌
を
な
す
。（「
勝
誉
能
順
大
徳
月
忌
連
歌
」
山『
連
歌
集
』（1648
）
）
三
月 
歓
生
、
能
順
百
ヶ
日
の
追
善
の
発
句
を
詠
む
。「
い
つ
覚
ん
過
る
月
日
は
夢
の
春
」（『
新
梅
の
雫
』
157
）
六
月
二
十
余
日 
越
前
屋
歓
生
、
能
順
の
発
句
を
ま
と
め
、
宝
永
頃
に
刊
行
。（『
聯
玉
集
』
序
文 
小
）
霊
元
天
皇
に
上
覧
、「
聨
玉
集
」
の
名
を
賜
る
。
十
一
月
二
十
八
日 
歓
生
、『
能
順
一
周
忌
追
善
独
吟
百
韻
』
を
詠
む
。（
能
快
全
書
留
（
小
）
❺
p28
）「
順
師
忌
中
／
氷
る
な
よ
見
し
人
か
け
の
水
の
月
」（『
新
梅
の
雫
』
568
）
某
年
冬 
瑞
順
と
能
悦
に
よ
り
、
能
順
に
手
向
け
る
両
吟
二
種
あ
り
。「
生
る
れ
は
彼
国
に
雪
冬
も
な
し
」「
袖
濡
す
雪
は
ふ
る
世
の
形
見
哉
」（『
能
順
手
向
両
吟
』
内 
小
）
六
八
 
歓
生
、
能
順
の
忌
日
の
追
善
連
歌
会
に
て
発
句
を
詠
む
。
「
順
師
忌
日
会
／
学
べ
人
亡
世
の
風
の
雪
の
窓
」（『
新
梅
の
雫
』
527
）
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
十
一
月
二
十
八
日
頃　
歓
生
、
能
順
七
回
忌
の
追
善
千
句
の
第
十
百
韻
の
発
句
を
な
す
。「
順
師
七
廻
忌
千
句
第
十
／
雪
埋
む
其
跡
踏
し
草
の
原
」（『
新
梅
の
雫
』
521
）
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
 
『
聯
玉
集
』
の
跋
文
、
序
文
の
年
次
を
変
え
、
一
句
を
削
り
『
梅
の
し
づ
く
』
と
し
て
刊
行
。
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
十
一
月
二
十
八
日
頃　
歓
生
、
能
順
十
三
回
忌
の
追
善
千
句
の
第
十
百
韻
の
発
句
を
な
す
。「
順
師
十
三
廻
忌
千
句
第
十
／
世
に
光
晨
明
高
し
峯
の
雪
」（『
新
梅
の
雫
』
545
）
十
一
月
二
十
八
日 
学
堂
出
頭
の
衆
で
、
能
順
十
三
回
忌
の
供
養
の
連
歌
あ
り
。（
宮
六
）
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
十
一
月
二
十
八
日
頃　
歓
生
、
能
順
十
七
回
忌
の
追
善
千
句
の
第
十
百
韻
の
発
句
を
な
す
。「
順
師
十
七
回
忌
千
句
第
十
／
梅
か
ゝ
の
待
迎
ふ
る
や
春
の
風
」（『
新
梅
の
雫
』
553
）
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
一
月
二
十
八
日 
能
順
百
五
十
回
忌
。
能
順
に
「
法
印
権
僧
都
」
の
位
が
送
ら
れ
る
。
北
野
上
乗
院
に
お
い
て
追
福
百
韻
張
行
あ
り
。
（
）
年
時
不
明
の
事
跡
（
順
不
同
）
年
時
不
明
の
事
跡
の
う
ち
、
能
舜
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
譜
の
上
で
述
べ
た
よ
う
に
全
て
を
挙
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
『
聯
玉
集
』
か
ら
は
能
順
の
居
住
地
、
交
友
関
係
な
ど
が
わ
か
る
句
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。
【
能
舜
】
◯
能
舜
参
加
千
句
（
写
・
一
冊
）
あ
り
。
連
衆
は
願
主
・
長
盛
・
能
舜
・
能
札
・
能
長
・
孝
子
・
能
運
・
宗
億
・
宗
元
・
玄
雪
・
能
作
・
能
柏
・
正
圓
・
能
範
・
能
通
。
第
一
百
韻
発
句
「
梅
さ
き
て
匂
ひ
外
な
る
□
も
な
し
」。（
小
p22
）
六
九
◯
光
照
院
殿
三
十
三
回
忌
懐
旧
百
韻
あ
り
。
能
舜
独
吟
。「
箒
木
の
逢
世
な
ら
は
や
老
の
秋
」。（
小
p29
）
【
能
順
】
◯
『
能
順
師
北
山
之
記
』（『
歌
道
聞
書
』
の
異
本
）
を
写
す
。
奥
書
は
「
寛
永
十
九
年
季
春
之
日
」
と
記
載
。
こ
の
時
能
順
は
十
五
歳
、
史
（
藤
）
は
、
小
松
梅
林
院
家
所
蔵
本
を
安
田
龍
山
が
借
り
出
し
写
し
た
書
。
奥
書
の
書
き
方
は
、
能
順
筆
に
見
え
る
書
き
方
だ
が
、
他
本
か
ら
能
順
の
書
写
奥
書
は
な
し
と
み
る
。
史
（
藤
）
本
は
『
就
御
尋
私
考
』
を
『
能
順
師
北
山
之
記
』
の
後
ろ
に
付
す
。（
史
（
藤
）
⑤
）
◯
『
就
御
尋
私
考
』（
宗
祇
『
角
田
川
』
に
関
し
て
疑
問
に
答
え
る
書
）
を
著
す
。（『
能
順
師
北
山
之
記
』
と
合
綴
）（
小
松
梅
林
院
家
所
蔵
を
安
田
龍
山
が
借
り
出
し
て
写
し
た
書
が
史
（
藤
）
に
存
す
る
）
◯
夢
想
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
無
記
・
能
順
。「
花
な
り
し
鐘
を
夕
の
余
波
哉
」（『
連
歌
集
』
小
p25
）、「
花
に
な
り
し
鐘
を
夕
の
名
残
哉
」（『
連
歌
集
』
小
p27
）
◯
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
政
右
・
能
順
。「
谷
水
を
外
面
に
た
ゝ
く
水
鶏
哉
」
（
小
p25
）
◯
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
三
起
・
能
順
。「
八
重
垣
の
雲
か
花
咲
神
の
庭
」（
小
p26
）
◯
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
正
的
・
能
順
。「
梅
か
香
に
木
立
見
出
る
霞
哉
」（
小
④
p26
）
◯
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
元
流
・
能
順
・
正
供
・
知
由
。「
植
る
手
に
秋
風
思
ふ
早
苗
哉
」（
小
p26
）
◯
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
正
的
・
直
景
・
能
順
。「
立
す
も
と
雪
に
思
は
ぬ
霞
哉
」（
小
④
p26
）
◯
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
正
的
・
能
順
・
直
景
・
執
筆
。「
何
な
ら
ぬ
老
木
憐
む
花
の
庭
」（
小
④
p26
）
◯
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
能
順
・
直
景
・
正
的
・
執
筆
。「
霜
枯
の
霜
に
か
ゝ
れ
る
草
葉
哉
」（
小
④
p26
）
◯
何
路
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
能
順
・
忠
張
・
元
胡
・
喜
悦
。「
其
秋
の
そ
れ
も
は
か
な
し
夕
月
夜
」（
小
p26
）
◯
山
何
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
忠
張
・
元
胡
・
能
順
・
喜
悦
。「
声
立
て
昔
か
た
ら
へ
庭
の
荻
」（
小
p26
）
◯
玉
何
百
韻
（
天
神
八
百
回
忌
万
句
の
う
ち
）
を
詠
む
。
連
衆
は
禾
・
能
順
・
西
洞
院
・
能
閑
ら
。「
緑
立
松
や
一
夜
の
朝
霞
」（
小
p28
）
↓
天
神
八
百
年
忌
連
歌
ゆ
え
元
禄
十
四
年
頃
か
。
◯
御
何
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
、
政
長
・
政
在
・
能
順
・
教
順
・
惣
代
・
政
則
・
政
冬
・
政
広
・
政
相
・
長
貞
・
冬
世
・
清
持
・
真
保
・
執
筆
。「
人
心
ち
ら
ぬ
や
千
年
国
の
種
」（
④
「
人
心
ち
ら
ぬ
や
千
年
花
の
種
」）（
小
④
p29
）
七
〇
◯
某
年
五
月
二
十
一
日
に
、『
日
発
句
』（
宗
祇
の
発
句
の
日
次
編
集
本
）
を
写
す
。（
小
p30
）
◯
小
松
天
満
宮
蔵
『
蛍
集
記
』
に
、「
同
（
会
席 
稿
者
注
）
追
加
九
十
条
」
（
能
順
作
）
あ
り
。（
小
p30
）
◯
『
二
十
四
人
連
歌
仙
』
を
編
纂
す
る
。（
史
（
藤
）
⑤
）
◯
某
年
初
め
て
加
賀
に
下
っ
た
際
に
、
発
句
「
朝
霧
や
へ
た
て
ゝ
も
又
越
の
海
」（
聯
544
）
を
詠
む
。
◯
三
条
家
よ
り
古
今
伝
授
を
受
け
る
か
。（
第
四
代
別
当
由
順
の
五
十
賀
の
文
書
（
小
堀
政
布
書
）（
小
）
の
記
述
に
よ
る
）
◯
小
松
に
て
千
句
に
参
加
、
第
一
百
韻
発
句
を
詠
む
。「
小
松
に
て
の
千
句
巻
頭
／
色
よ
香
よ
心
に
か
な
ふ
宿
の
梅
」（
聯
35
）
◯
前
田
知
頼
の
も
と
の
祇
公
筆
跡
開
に
発
句
を
詠
む
。「
月
花
の
情
や
残
る
筆
の
跡
」（
聯
165
）
◯
松
原
一
息
の
許
に
て
祇
公
筆
跡
開
に
発
句
を
詠
む
。「
言
の
葉
の
は
な
に
残
れ
る
昔
か
な
」（
聯
196
）
◯
祇
公
御
影
開
に
「
言
の
葉
に
匂
へ
る
花
や
世
々
の
春
」（
聯
170
）
◯
千
句
あ
り
。「
千
句
之
内
／
年
に
待
日
に
待
は
な
の
若
木
か
な
」（
聯
172
）
◯
小
松
養
福
院
祐
尚
興
行
百
韻
の
発
句
を
詠
む
。「
夕
く
れ
の
花
の
所
や
寺
の
庭
」（
聯
175
）
◯
玉
泉
寺
南
佳
上
人
の
隠
居
に
て
百
韻
の
発
句
を
詠
む
。「
行
と
ま
る
宿
や
彼
国
の
は
な
の
本
」（
聯
186
）
◯
小
松
誓
円
寺
に
て
月
次
の
連
歌
会
始
に
発
句
を
詠
む
。「
言
の
葉
の
は
な
の
た
ね
ま
け
園
の
春
」（
聯
221
）
◯
奥
村
有
輝
（
加
賀
藩
年
寄
、
延
宝
七
年
（1679
）
〜
享
保
一
五
年
（1731
）
の
許
に
招
か
れ
、
加
州
執
柄
の
家
を
た
た
え
て
発
句
を
詠
む
。「
陰
高
し
四
方
の
か
さ
し
の
家
桜
」（
聯
257
）
◯
野
村
重
威
宅
で
、
和
歌
浦
を
蒔
絵
で
描
い
た
文
台
開
に
発
句
を
詠
む
。「
春
な
れ
や
緑
も
和
歌
の
浦
の
松
」（
聯
295
）
◯
政
右
と
両
吟
で
「
頃
日
や
誰
言
種
も
ほ
と
ゝ
き
す
」（
聯
321
）
◯
「
快
全
法
師
と
両
吟
／
袖
毎
に
世
の
風
に
ほ
ふ
あ
や
め
哉
」（
聯
374
）
◯
加
州
の
小
松
重
幸
の
追
悼
の
発
句
を
詠
む
。「
袖
の
う
へ
の
露
に
消
行
ほ
た
る
哉
」（
聯
414
）
◯
竹
森
検
校
春
林
の
追
悼
の
発
句
を
詠
む
。「
う
つ
せ
み
の
世
を
こ
と
は
り
て
啼
音
哉
」（
聯
419
）
◯
孫
娘
の
出
生
の
祝
い
の
発
句
を
詠
む
。「
撫
子
の
あ
は
れ
む
つ
ま
し
姫
小
松
」（
聯
422
）
◯
金
沢
の
常
徳
寺
に
て
興
行
。「
下
水
を
恥
る
は
ち
す
の
う
き
葉
哉
」（
聯
429
）
◯
「
勘
解
由
小
路
三
位
殿
よ
り
、
片
月
情
千
里
、
と
い
ふ
句
を
団
扇
に
御
書
て
下
し
給
ふ
に
／
忘
れ
す
や
風
も
み
な
み
の
都
人
」（
聯
507
）
◯
祇
公
筆
跡
開
に
「
身
こ
そ
露
き
え
ぬ
や
其
名
世
々
の
秋
」（
聯
524
）
年
来
の
七
一
望
み
で
あ
っ
た
、
荒
木
田
守
武
宛
宗
祇
書
状
を
手
に
入
れ
非
常
に
喜
び
、
掛
物
に
仕
立
て
、
そ
の
旨
の
覚
書
を
こ
の
句
と
共
に
書
状
に
付
す
。（
広
島
大
学
文
学
部
所
蔵
『
諸
状
集
』
二
（
松
岡
久
人
編
『
広
島
大
学
所
蔵
猪
熊
文
書
（
二
）』
（
昭
和
58
・
福
武
書
店
）
。
◯
脇
田
直
賢
の
追
善
に
発
句
を
詠
む
。「
露
の
世
は
其
言
種
を
名
残
哉
」（
聯
528
）
◯
本
田
政
長
の
書
院
開
き
の
会
で
発
句
を
詠
む
。「
広
く
す
む
宿
に
こ
そ
見
め
秋
の
月
」（
聯
649
）
◯
松
原
一
息
の
亭
で
発
句
を
詠
む
。「
松
原
一
息
の
亭
に
て
一
円
相
の
歓
に
／
雲
は
れ
て
是
や
む
な
し
き
空
の
月
」（
聯
655
）
◯
横
山
正
忠
の
追
悼
に
発
句
を
詠
む
。「
な
れ
も
今
鳴
か
り
の
世
の
恨
み
か
な
」（
聯
719
）
◯
加
州
か
ら
春
林
友
雪
が
上
京
し
た
の
で
発
句
を
詠
む
。「
つ
れ
て
雁
越
路
か
た
ら
ふ
都
か
な
」（
聯
720
）
◯
越
中
高
岡
か
ら
直
倫
周
方
が
来
訪
し
た
の
で
発
句
を
詠
む
。「
遠
く
来
て
音
信
う
れ
し
天
津
雁
」（
聯
722
）
◯
佐
太
八
幡
宮
法
楽
連
歌
に
永
井
伊
賀
守
直
敬
朝
臣
の
代
作
に
発
句
を
詠
む
。
「
行
ゑ
見
む
根
ふ
か
く
栽
し
宿
の
菊
」（
聯
731
）
◯
北
野
の
閑
居
を
造
り
住
ん
で
い
た
時
、
快
全
・
好
澄
が
来
訪
、
三
吟
に
発
句
を
詠
む
。「
色
に
出
て
と
は
る
ゝ
宿
の
木
末
哉
」（
聯
784
）
↓
聯
784
の
詞
書
と
、
書
留
511
、
512
の
詞
書
❼
よ
り
元
禄
十
五
年
詠
か
。
◯
祇
公
の
発
句
宗
長
筆
跡
開
に
発
句
を
詠
む
。「
霜
を
経
て
猶
言
種
の
千
入
哉
」（
聯
793
）
◯
七
月
九
日
に
津
田
孟
昭
の
下
屋
敷
の
蓮
池
に
て
発
句
を
詠
む
。「
秋
か
け
て
夏
の
日
永
き
は
ち
す
哉
」（
聯
819
）
↓
書
留
245
❼
よ
り
元
禄
六
年
詠
か
。
◯
本
田
政
敏
朝
臣
の
山
中
の
温
泉
入
湯
の
際
に
、
発
句
を
詠
む
。「
秋
さ
む
み
出
湯
は
神
の
恵
み
哉
」（
聯
820
）「
こ
か
る
ゝ
や
か
け
も
出
湯
の
下
も
み
ち
」
（
聯
821
）
◯
某
年
東
国
下
向
の
際
の
句
。「
た
つ
た
姫
及
ぬ
色
か
ふ
し
の
雪
」（
聯
824
）
「
松
陰
や
秋
な
き
波
の
清
見
潟
」（
聯
825
）
◯
武
蔵
野
に
て
発
句
。「
武
蔵
野
や
ふ
ら
ぬ
日
あ
ら
し
村
時
雨
」（
聯
844
）
◯
横
山
氏
従
の
追
悼
の
発
句
を
詠
む
。「
残
さ
れ
て
ぬ
る
ゝ
時
雨
の
朽
葉
か
な
」（
聯
855
）
◯
田
子
の
浦
に
て
発
句
。「
木
か
ら
し
の
只
吹
田
子
の
浦
の
松
」（
聯
866
）
◯
正
的
、
直
景
と
三
吟
連
歌
を
詠
む
。
連
衆
│
│
能
順
・
直
景
・
正
的
・
執
筆 
発
句
（
能
順
）（
小
）「
霜
枯
の
霜
に
か
ゝ
れ
る
草
葉
哉
」（
聯
872
）
◯
奥
村
有
輝
の
許
に
て
発
句
を
詠
む
。「
見
る
ま
ゝ
に
高
く
木
深
し
雪
の
松
」
（
聯
927
）
◯
常
徳
寺
賞
山
法
師
の
追
悼
に
発
句
を
詠
む
。「
無
人
の
身
に
先
暮
し
こ
と
し
か
な
」（
聯
971
）
七
二
◯
小
松
に
て
の
千
句
巻
軸
に
「
榊
葉
の
声
さ
へ
す
む
や
神
慮
」（
聯
992
）
と
詠
む
。
◯
江
守
是
屑
興
行
連
歌
に
参
加
。
発
句
「
め
く
り
あ
ひ
て
見
る
や
都
の
空
の
月
」（
玄
陳
）（
連
衆
は
玄
陳
・
友
閑
・
値
存
・
能
順
・
仍
春
・
正
知
・
玄
心
・
元
流
・
正
的
・
守
治
・
宗
玄
・
執
筆
）（
向
島
秀
一
氏
所
蔵
連
歌
集
）
◯
何
路
百
韻
を
詠
む
。「
五
月
雨
は
高
峯
や
雲
の
み
を
つ
く
し
」（
発
句
能
順
「
寄
藻
草 
能
順
」
金
松
雲
）
❺
◯
風
早
中
納
言
、
勘
解
由
小
路
三
位
を
迎
え
能
順
、
不
清
、
随
恩
、
能
作
ら
で
和
漢
連
句
「
見
る
人
の
し
け
き
に
と
ま
れ
花
の
宿
」
張
行
、
能
順
、
第
三
に
出
座
。（
含
連
（
阪
）
❻
）
◯
浅
井
政
右
（
素
庵
、
元
禄
四
年
没
）
の
独
吟
花
千
句
あ
り
。
第
一
百
韻
発
句
「
春
て
ふ
は
花
の
種
ま
く
心
か
な
」。
能
順
、
こ
の
千
句
の
追
加
八
句
の
発
句
を
詠
む
。（
❼
）
◯
歓
生
、
能
順
、
快
全
で
水
辺
の
月
見
を
し
、
歓
生
発
句
を
詠
む
。「
行
月
の
か
け
立
帰
る
波
も
哉
」（『
新
梅
の
雫
』
379
）
◯
あ
る
年
の
仲
秋
に
、
能
順
、
発
句
を
詠
む
。「
久
方
の
中
な
る
秋
の
今
夜
哉
」（『
新
梅
の
雫
』
388
）
◯
能
順
、
百
韻
を
詠
む
。「
青
柳
の
糸
よ
り
む
す
ふ
霞
か
な
」（
仙
令
）
連
衆
│
│
仙
令
・
忠
張
・
能
順
・
定
政
・
直
信
・
理
章
・
香
鶯
・
元
流
・
元
智
・
忠
一
・
執
筆
（
小
）
◯
外
宮
法
楽
独
吟
百
韻
を
詠
む
。
発
句
「
天
の
と
や
花
よ
り
し
ら
む
神
路
山
」
（
阪
）
◯
百
韻
を
詠
む
。
発
句
「
植
る
手
に
秋
風
思
ふ
早
苗
哉
」（
元
流
）
連
衆
│
│
元
流
・
能
順
・
正
供
・
知
由
（
小
）
◯
百
韻
を
詠
む
。
発
句
「
木
枯
も
よ
き
し
紅
葉
の
一
木
哉
」（
直
方
）
連
衆
│
│
直
方
・
政
右
・
忠
張
・
直
忠
・
武
包
・
能
順
・
正
好
・
正
供
・
執
筆
（
小
）
◯
百
韻
を
詠
む
。
発
句
「
桜
狩
木
伝
ひ
暮
す
山
路
哉
」（
能
順
）
連
衆
│
│
能
順
・
其
阿
・
元
胡
・
常
以
・
昌
忠
・
淨
円
・
正
勝
・
直
房
・
無
順
・
覚
遊
・
喜
悦
・
正
郷
（
小
）
◯
独
吟
百
韻
を
詠
む
。
発
句
「
白
露
は
実
夕
立
の
名
残
哉
」（
小
）
◯
本
田
政
長
、
松
雲
庵
能
順
の
求
め
に
応
じ
て
『
梯
天
神
霊
験
記
』
を
執
筆
す
る
。（
小
（
梅
林
能
智
写
し
）
史
（
加
越
能
文
庫
））
